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令和５年度 あ さ ぎ り 町 議 会 第 ６ 回 会 議 会 議 録 （ 第 1 3号 ）  

招 集 年 月 日 令和５年９月５日 

招 集 の 場 所 あ さ ぎ り 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 

及 び 宣 告 

開 議 令和5年9月12日 午前10時00分 議 長 森 岡  勉 

散 会 令和5年9月12日 午後 4時34分 議 長 森 岡  勉 

応（不応）招議員

及び出席並びに

欠席議員 
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欠 席  ０名 

○ 出席 △ 欠席 

× 不 応 招 

議 席 

番 号 
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の 別 
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氏     名 

出欠等
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 ２ 岩 本 恭 典 ○ ９ 山 口 和 幸 ○ 

 ３ 難 波 文 美 ○ １０ 永 井 英 治 ○ 

 ４ 加賀山 瑞津子 ○ １１ 皆 越 てる子 ○ 

 ５ 橋 本   誠 ○ １２ 小見田  和行 ○ 
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議事録署名議員 ５番 橋 本  誠  ６番 小 出 高 明  

出席した議会書記 事務局長 山 本 祐 二   事務局書記 早 川  幹 
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税務課長 
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教育課長

補 佐 
石 井  誠 ○ 
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樅 木 寿 礼 ○ 

町民課長 
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小 田  淳 ○ 
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吉 川  巧 ○ 
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課長補佐 
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議事日程（第１３号） 

日程第 １ 認定第 １号 令和 4年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

                             （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２ 議案第 ２号 令和 4年度あさぎり町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて              （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３ 認定第 ３号 令和 4年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

について             （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ４ 認定第 ４号 令和 4年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て                （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ５ 認定第 ５号 令和 4年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて              （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ６ 認定第 ６号 令和 4年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて              （提案理由の説明及び質疑） 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １ 認定第 １号 令和 4年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

                             （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２ 議案第 ２号 令和 4年度あさぎり町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて              （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３ 認定第 ３号 令和 4年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

について             （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ４ 認定第 ４号 令和 4年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て                （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ５ 認定第 ５号 令和 4年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて              （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ６ 認定第 ６号 令和 4年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて              （提案理由の説明及び質疑） 

 

 

午前１０時００分 開 会 

 

●議会事務局長（山本 祐二君）  御起立ください。礼。着席ください。 

◎議長（森岡 勉君）  ただいまの出席議員は１３人です。定足数に達していますのでこれから本

日の会議を開きます。本日の議事日程は御手元に配付のとおりです。本日は、厚生文教常任委員

会所管課分と税務課分についての説明及び質疑を行います。 

◎議長（森岡 勉君）  日程第１、認定第１号、令和４年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認

定についてを議題とし説明を求めます。高田税務課長。 

●税務課長（高田 真之君）  それでは、税務課所管分について説明いたします。９ページをお願

いいたします。歳入からになります。町税の収納状況でございます。項１市町村民税、調定額５

億５,６８３万９,６８０円。収入済額５億４,７６９万１７５円。不納欠損額９３万９,２３２円。

収入未済額８２１万２７３円。徴収率９８.４％で、対前年度比０.１ポイント上昇しています。

項２固定資産税、調定額６億２,３５１万５,５１０円。収入済額５億６,０８２万４,５３１円。

不納欠損額５６万６,２００円。収入未済額６,２１２万４,７７９円。徴収率８９.９％で、対前
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年度比１.３ポイント上昇しています。項３軽自動車税、調定額７,３０３万３,２７５円。収入済

額７,２１１万２,１７５円。不納欠損額４万６,２００円。収入未済額８７万４,９００円。徴収

率９８.７％で、対前年度比と同じです。項４市町村たばこ税、調定額９,５２０万８,７７２円。

収入済額同額です。徴収率は同じです。町税の合計、最上段になりますが調定額１３億４,８５９

万７,２３７円。収入済額１２億７,５８３万５,６５３円。不納欠損額１５５万１,６３２円。収

入未済額７,１２０万９,９５２円。徴収率９４.６％で、対前年度比０.４ポイント上昇していま

す。次に、町税合計の内訳になります。現年度分調定額１２億７,００８万４,９４１円に対し、

収入済額１２億６,５０４万６２５円。徴収率９９.６％で、対前年度比は同じです。現年度分徴

収率は県内４５市町村中７番目の順位になり、昨年度からプラス１、平成３０年度からプラス３

０位、順位が上昇しており、平成３０年度からの順位上昇は、県内１位でございます。滞納繰越

分調定額７,８５１万２,２９６円に対し、収入済額１,０７９万５,０２８円。徴収率１３.７％で、

前年度比２.５％下回っております。また滞納繰越分調定額７,８５１万２,２９６円に対しまして、

令和５年度の滞納繰越分調定見込額が、７,１２０万９,９５２円で、約７３０万円縮減されてお

ります。町税の今年度収入済額が前年度収入済額に対して、約３,６００万円の減額になっており

ます。１３ページをお願いいたします。下から２枠目、目１総務手数料、節１徴税手数料、収入

済額１７５万９,４５０円は、町税督促手数料と税関係証明手数料です。２０ページをお願いいた

します。上から２枠目、目１総務費県委託金、節２徴税費委託金は、個人県民税を町が徴収事務

を行っているため、個人県民税納税義務者６,９５０人に対し、３,０００円を乗じた金額及び令

和３年度精算額の合計額となります。次に２３ページをお願いいたします。上から２枠目、目１

延滞金は、主に過年度分の町税の延滞金になります。次に、歳出になります。主立ったもののみ

の説明とさせていただきます。４７ページをお願いいたします。上から３枠目、目１税務総務費、

節１報酬の会計年度任用職員報酬は、国民健康保険税担当職員の育休代替と住民税申告時庶務の

２名分です。節３職員手当等、備考欄の下から３行目、時間外勤務手当は申告相談のための給与

支払い報告書の入力作業や相談当日の申告書整理作業、各種税の賦課処理作業、徴収などの時間

外勤務手当になります。４８ページをお願いいたします。節１２委託料、備考欄の固定資産土地

評価業務委託料は、３年に１回の評価替えに備え、年度ごとに土地の評価調整をするために委託

したものでございます。その下の固定資産家屋評価業務委託料は、新築、新増築分に合わせて年

間約６０棟の家屋評価委託をしているものです。その下の実地調査基礎資料作成委託料は、３年

に１回、地図業者に家屋の新築部分を調査委託しているものになります。節１３使用料及び賃借

料の統合型土地情報システム使用料は、土地情報のクラウドサービスソフトウエアの使用料です。

節１８負担金補助及び交付金の備考欄の３段目、たばこ小売組合助成金は、たばこ販売協同組合

あさぎり支部に対する助成金でお客様へのサービスライターや携帯灰皿の配布による喫煙マナー

の周知と販売促進により、税収の向上に貢献されております。１番下のデマンド交通無料乗車補

助金は、申告会場が遠くなった方や交通手段のない方への往復の無料補助になります。実績につ

きましては、往復片道合わせて４６名の方に御利用いただいております。２枠目、目２賦課徴収

費、節１１役務費、備考欄の２段目、軽自動車税納付情報提供業務手数料は、軽自動車協会から

軽自動車税の申告情報をデータで受け取るための手数料です。その下の軽自動車税環境性能割徴
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収取扱費は、令和元年度の地方税の改正により自動車取得税が廃止され環境性能割が導入された

もので、前年の徴収実績の５％を熊本県に徴収取扱費として納付したものです。節１２委託料、

電算システム改修委託料は、地方税共通納税システム対象税目拡大に伴うシステム改修委託料に

なります。節１３使用料及び賃借料の地方税電子申告支援サービス利用料は、共通納税分の給与

特昇分、法人住民税申告、償却資産申告、給与支払い報告書などの電子申告サービス利用料でご

ざいます。節１８負担金補助及び交付金の備考欄の一行目、地方税共同機構負担金は、地方税の

電子化の業務を行っている地方税共同機構への負担金です。その下の軽自動車税通報事務負担金

は、軽自動車税申告書取扱い事務の町村割分の負担金でございます。節２２償還金利子及び割引

料の備考欄、町税還付金は、個人や法人の申告による更正などによる過年度分の負担、還付金と

なります。以上で税務課所管分の説明を終わります。 

◎議長（森岡 勉君）  中竹町民課長。 

●町民課長（中竹 健次君）  町民課所管分を御説明をいたします。まず、歳入からです。１２ペ

ージをお願いします。２枠目、項２、目２衛生費負担金、節１保健衛生費負担金は、墓地公園管

理料で年間管理料２６件分です。次のページをお願いいたします。２枠目、項２、目１総務手数

料、節２戸籍関係手数料、その下節３住民登録関係手数料、その下、節４印鑑証明手数料、その

下、節５諸証明手数料につきましては、それぞれ受入れを行っております。総件数は１万５,６８

５件でした。次のページをお願いいたします。目３衛生手数料、節１衛生手数料は、犬の登録、

新規登録５９頭、その下、狂犬病予防注射手数料７５３頭分、その下、一般廃棄物処理業等清掃

手数料は、使用する車両等の更新手数料で、２６台分です。最下段の３枠目、項２、目１総務費

国庫補助金、節１戸籍住民基本台帳費補助金は、個人番号カード交付事務にかかる会計年度任用

職員への人件費等に交付されている補助金です。令和４年度のカード申請件数は５,３８３件、交

付件数は５,２６６件でした。その下、節２社会保障税番号システム整備費補助金は、戸籍システ

ム改修に係る補助金で、歳出の委託料で支出しております。１６ページをお願いいたします。２

枠目、項３、目１総務費国庫委託金、節２戸籍住民基本台帳費委託金は、外国籍の転入等の届出

に対する事務処理に係る委託金です。その下、目２民生費国庫委託金、節２国民年金事務委託金

は、国民年金事務に係る人件費や物件費、協力連携事務に係る委託金となります。２０ページを

お願いいたします。はい、失礼しました。項３、目１総務費県委託金、節３住民基本台帳費委託

金、人口動態調査委託金は、出生や死亡等の自然増減、転入転出等による社会増減の報告に関す

る事務委託金になります。２４ページをお願いいたします。項４、目４雑入、節１雑入、上から

１１番目証明書郵便料は、マイナンバー入りの住民票を本人以外が取得された場合、本人へ郵送

する際にいただく費用となります。その下、資源有価物売払収入になります。アルミ缶などの１

４品目の資源物の回収に伴う単価契約による売払収入となります。歳入につきましては以上とな

ります。続きまして、歳出を説明いたします。４２ページをお願いいたします。最下段、目１６

旅券費です。パスポート申請受付及び発行に伴う事務費です。次のページをお願いいたします。

節１７備品購入費は、旅券電子申請用バーコードリーダー購入によるものです。４８ページをお

願いいたします。最下段、項３、目１戸籍住民基本台帳費です。次のページをお願いいたします。

最下段の節１２委託料は、戸籍や住基ネット等の保守委託料等になりますが、備考の６行目、戸
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籍情報システム改修委託料は、歳入で説明いたしました社会保障税番号システム整備費補助金の

対象事業費となります。次のページをお願いいたします。備考１番上のマイナンバーカード取得

促進事業委託は、県が実施主体で、自治体と連携して取得促進を図った事業です。その下、節１

３使用料及び賃借料は戸籍システム及び住基ネットのリース料となります。平成３１年度から、

それぞれ５か年間のリースとなっております。その下、節１７備品購入費は、契約綴じ機、マイ

ナンバーカード出張専用タブレット、デジタルカメラを購入したものです。二つ下、節２２償還

金利子及び割引料で、備考、マイナンバーカード交付事業費補助金返還金は、令和３年度実績に

基づき返還するものであります。５８ページをお願いいたします。２段目、目５国民年金事務費

です。歳入で説明いたしました国庫委託金を充当しています。次のページをお願いいたします。

節８旅費は事務説明会及び担当者会議旅費です。６９ページをお願いいたします。２段目、目２

予防費は狂犬病予防に関する支出で、節１２委託料は町道での犬猫等の死骸処理委託料です。３

段目、目３環境保全費で、節７報償費は、不法投棄の監視のための巡回をしていただく環境美化

監視員１０名分と各行政区から選出いただいております廃棄物減量等推進５３名分の謝金となり

ます。最下段、節１２委託料は、可燃物、不燃物のごみ収集や墓地公園管理委託料となります。

次のページをお願いいたします。備考の上から２番目３番目は、生ごみの収集及び処理、５番目

は、不燃物の選別処分のための委託料となります。その下、災害廃棄物処理運搬委託料は、台風

１４号に伴い被災した世帯の災害廃棄物の収集運搬及び処理となります。その下、指定ごみ袋取

扱業務委託料は、物価高騰に伴うごみ袋の製造経費分上昇分を新型コロナ交付金を活用して補填

するものです。四つ下の節１８負担金補助及び交付金で、備考３番目の資源有価物回収事業交付

金は、各行政区及び協力団体へ回収重量に応じて交付したものです。その下の節２２償還金利子

及び割引料は、一旦永代使用料として納められていましたが家庭の諸事情により返還申出があり、

あさぎり町墓地公園条例第５条第３項及び同施行規則第８条により返還を行ったものです。７６

ページをお願いいたします。中ほどで、項２清掃費、目１塵芥処理費、節１８負担金補助及び交

付金は、人吉球磨広域行政組合へ、ごみ処理費、し尿処理費、斎場費として支出したものです。

前年比で可燃ごみが２３トン減少、不燃ごみが４トン増加となっております。以上で、町民課所

管分の説明を終わります。 

◎議長（森岡 勉君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい。生活福祉課所管分につきまして、説明をさせていただき

ます。１２ページをお願いいたします。歳入です。１枠目、中ほどの項２負担金の目１民生費負

担金、節２障害者福祉費負担金の地域活動支援センター事業市町村負担金は、障害者の方への生

活支援や社会交流の場を提供している事業に対しての錦町、相良村からの負担金となります。そ

の下、巡回相談支援事業市町村負担金は、上球磨４町村で実施しております事業の市町村負担金

となっております。節３児童福祉費負担金は、令和４年度分の保育所負担金と過年度分の保育所

負担金となっております。不納欠損額につきましては、執行停止後３年経過による３件分の不納

欠損額となっております。１４ページをお願いいたします。１枠目最上段目２、節１の民生手数

料は、現年分、過年分の保育料督促手数料を受入れたものとなります。不納欠損額につきまして

は先ほどの保育料同様、執行停止３年が経過したものとなります。２枠目、目１、節２障害者福
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祉費負担金、障害者医療費負担金は、障害者の方の医療費を軽減するための公的医療制度で、実

績に基づき国の負担分を受入れたものです。その下、障害者自立支援給付費等負担金は、障害者

の方の行動支援や相談支援、補装具などのサービスについて、実績に基づき国の負担分を受入れ

たものです。節４児童福祉総務費、負担金の子どものための教育保育給付交付金は、認定こども

園、保育園に支払う運営費に対する国の負担分を受入れたものです。その下、障害児給付費等負

担金は、障害児及び発達障害児等に対する通所支援費のうち国の負担分を受入れたものです。そ

の下、子育てのための施設等利用給付交付金は、保育料無料、無償化に伴う認定こども園の預か

り保育に対する交付金で、国の負担分を受入れたものです。節５児童手当事業費負担金は、中学

生以下の児童に支給される児童手当において、国の負担割合分を受入れたものとなります。節６

養育医療事業費負担金は、低出生体重児の入院に係る医療費の保護者負担分を除いた２分の１を

国庫負担金として受入れたものです。１５ページをお願いいたします。目２民生費国庫補助金、

節１障害者福祉費補助金の地域生活支援事業補助金は、障害者の方の日常生活用具の購入、地域

活動支援センターや巡回支援専門員などに要する費用について、国の負担割合分を受入れたもの

です。その下、障害者総合支援事業費補助金は、障害福祉関係データベースのシステム改修に伴

う補助金を受入れたものとなります。その下、節２児童福祉総務費補助金の子ども子育て支援交

付金は、延長保育や一時預かり事業、放課後児童健全育成事業、病児保育事業、ファミリーサポ

ートセンター事業などに対する国の負担分を受入れたものです。その下、子ども子育て支援体制

整備総合推進事業費補助金は、保育園の質の向上のための研修に対する国の負担金となります。

その下、保育所等整備交付金は、まこと保育園の園舎建て替えに対する交付金となっております。

その下、保育士等処遇改善特例交付金は、認定こども園、保育園、学童クラブで働く職員の賃金

を１人当たり９,０００円程度引き上げるための交付金を受入れたものとなります。その下、出産

子育て応援交付金は、妊娠、出産の届出をされ、決められた面談、調査を終了された子育て世帯

に対し、妊娠時出産時にそれぞれ５万円を給付する事業でございますが、その事業の交付金を受

入れたものとなります。節３子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金は、令和３年度及び令和４

年度非課税世帯に対し１０万円をまた電気、ガス、食糧費等価格高騰に対する緊急支援給付金と

して、令和４年度住民税非課税世帯等に対し、５万円を支給した事業費を受入れたものとなりま

す。節５低所得子育て世帯生活支援特別給付金は、児童手当受給者等を対象に住民税非課税世帯

の児童１人当たり５万円を支給したもので、その事業費を受入れたものとなります。１６ページ

をお願いいたします。１枠目、下から２段目、目２民生費国庫委託金、節１障害者福祉費委託金

は、特別児童扶養手当の事務に対する委託金を受入れたものとなります。１７ページをお願いい

たします。目２民生費県負担金、節２障害者福祉費負担金は、国庫支出金で説明いたしました各

項目の県負担分となります。節４児童福祉総務費負担金の各項目につきましても、国庫支出金で

説明しました各項目の県負担分となります。節５児童手当事務費負担金は、児童手当に係る事務

費を受入れたものとなります。節６養育医療事業費負担金は、低出生体重児に係る医療費の県負

担分を受入れたものとなります。節７救護施設費負担金は、各福祉事務所から受入れました事務

費及び保護費の負担分となります。節の最下欄から上２段目、節１社会福祉総務費補助金は、民

生委員協議会の活動補助金と特別慰霊金の事務に対する交付金、住まいの再建支援事業補助金を
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受入れたものでございます。１８ページをお願いいたします。節の枠２段目、節３障害者福祉費

補助金の障害者住宅改造助成事業費補助金は、重度の身体知的障害者のいらっしゃる世帯に対し、

自立促進を目的に住宅改造の費用の一部を補助する事業の補助金を受入れたものです。その下、

重度心身障害者医療費助成事業費補助金は、重度心身障害者の方の申請された医療費に対して県

の負担分を受入れたものとなります。その下、地域生活支援事業費補助金は、国の補助同様に、

県の負担分を受入れたものです。その下、重度訪問介護等利用促進事業補助金は、訪問系サービ

スの給付金について、国庫負担基準に基づき支給されるものでその補助金を受入れたものとなり

ます。節４児童福祉費補助金の、失礼しました。多子世帯子育て支援事業費補助金は、第三子以

降の保育料無償化に対する県の負担分を受入れたものとなります。その下、子どものための教育

保育給付費地方単独費用補助金は、認定こども園、保育園に支払う運営費のうち県の負担分を受

入れたものとなります。その下、子ども子育て支援補助金は、延長保育や一時預かり事業、放課

後児童健全育成事業、病児保育事業、ファミリーサポートセンター事業などに対する県の負担分

を受入れたものでございます。その下、教育の質の向上のための研修支援事業費補助金は、町が

主催する認定こども園、保育園の職員を対象にした研修に対する補助金を受入れたものでござい

ます。その下、保育対策総合支援事業費補助、事業補助金は、保育資格を持たない補助職員を園

が雇い上げる際の経費に対する補助金を受入れたものとなります。その下、出産子育て応援交付

金は、国の補助同様に県の負担割合を受入れたものとなります。節５子ども医療費助成事業費補

助金は、県からの乳幼児医療費補助金を受入れたものです。節６独り親家庭福祉費補助金は、独

り親家庭医療費補助金を受入れたものです。節７救護施設費補助金は、保護施設等に対する新型

コロナウイルス対策事業補助金を受入れたものとなります。２０ページをお願いいたします。１

枠目、目５民生費県委託金、節１障害者福祉費委託金は、生活のしづらさなどに関する調査の委

託料を受入れたものとなります。２３ページをお願いいたします。項４雑入の目１民生費負担金

の節１救護施設費納付金は、救護施設入所者の自己負担金を受入れたものとなります。２５ペー

ジをお願いいたします。備考の備考の上から２段目に記載のありますしらがね寮給食費は、職員

の宿直時の給食費を受入れたものとなります。その下、子どものための教育保育給付費国庫負担

金精算金から、最下段から上に１１段目の障害者医療費県負担金精算金までは、過年度の事業の

精算金や交付金、廃油の取引料を受入れております。２６ページをお願いいたします。目７民生

債はそれぞれの事業において、事業債を受入れたものとなります。５３ページをお願いいたしま

す。歳出となります。２枠目、目１社会福祉総務費です。職員の給与を含む支出済額となります

が、令和４年度は、民生委員の改選の年でございましたので、節１報酬で、民生委員推薦委員会

の報酬を支出しております。５４ページをお願いいたします。節１２の委託料としまして、総合

相談事業委託料や災害時避難、災害時避難要支援者支援システム保守委託料、節１３の使用料及

び賃借料で、デマンド交通システムにかかる使用料と災害時避難要支援者支援システムのリース

料、節１８の負担金補助及び交付金では、民生委員児童委員協議会への補助金や社会福祉協議会

運営費補助金、デマンド交通運行に対する補助金、遺族会補助金、５５ページになりますが、後

見、失礼しました成年後見制度利用支援の助成金、社会福祉協議会事業費補助金が主なものとな

っております。５６ページになります。目４障害者福祉費でございますが、主なものとしまして
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は、５７ページにまたがりますが、節１１役務費では審査や意見書に係る手数料を、節１２委託

料では地域生活支援に係る委託料を、節１３使用料及び賃借料では障害者の方のサービス請求内

容チェックシステムの使用料を、節１８負担金補助及び交付金では、障害者の方の各団体や支援

事業所への負担金を支出しております。５８ページをお願いいたします。節１９扶助費では、障

害者の方の医療、医療費や補装具、日常生活用具や自動車免許取得に係る費用、福祉年金給付や

福祉タクシー料金助成に対する支出となっております。節２２償還金利子及び割引料は、令和３

年度事業確定によります各事業の返還金となっております。節２７繰出金は、球磨郡障害認定審

査事業特別会計への繰出金となっております。５９ページをお願いいたします。目７社会福祉施

設費でございますが、生活福祉課所管分としましては、６０ページにまたがりますが、節１２委

託料のヘルシーランド指定管理委託料とふれあい福祉センター指定管理委託料、節１４工事請負

費は、ヘルシーランドの進入路及び健幸教室の照明工事と電源キュービクルの更新工事。節１７

備品購入費は、ヘルシーランドの防犯カメラと券売機の購入を行っております。目８子育て世帯

等臨時特別支援事業費につきましては、令和４年度に新たに住民税非課税となった世帯及び家計

急変世帯に対して１世帯当たり１０万円を支給した事業と価格高騰による緊急支援として１世帯

当たり５万円を支給した事業の歳出となっております。目９大学生等への臨時特別給付金給付事

業費は、６１ページにまたがりますが、あさぎり町が独自事業として大学生等への支援事業とし

て実施しました町内出身の大学生等に１０万円を支給する事業費の支出となっております。目１

児童福祉総務費でございますが、節７報償費の出生祝い金につきましては、６２名の出生児に対

しまして祝い金を支出しております。節１８負担金補助及び交付金の施設型給付費負担金は、認

定こども園、保育園の運営費として支出したものとなります。放課後児童健全育成事業補助金は、

放課後児童クラブへの運営費に対する補助金となっております。保育対策総合支援事業補助金は、

主に保育補助、保育補助者雇い上げ強化の補助金として支出したものとなります。６２ページを

お願いいたします。病児病後児保育事業負担金は、公立多良木病院企業団のほっと館で実施して

おります事業への負担金となっております。延長保育事業補助金及び障害児保育事業補助金は、

それぞれの保育事業を実施している園に対しての補助金となっております。子育てのための施設

等利用費負担金は、保育料無償化による認定こども園の預かり保育に対する負担金でございます。

一時預かり事業補助金は認定こども園の１号認定の園児の午後からの預かり保育、預かり保育に

対する補助金でございます。子育て援助活動支援事業補助金は、社会福祉協議会が実施しており

ますファミリーサポートセンター事業への補助金となっております。病後児保育事業費補助金は、

あさぎりこども園が実施しております病後児保育に対する補助金でございます。保育士等処遇改

善臨時特例交付金は、認定こども園、保育園、学童クラブで働く職員の賃金を１人当たり９,００

０円程度引き上げるための交付金を支出したものでございます。給食運営費補助金は、保育所、

認定こども園の給食材料費高騰に対する補助金を支出したものでございます。障害福祉施設等物

価高騰対策支援金は、障害者福祉施設等の光熱水費、食糧費等の物価高騰による影響の額の４分

の１を補助したものとなります。出産子育て応援給付金は、妊娠、出産の届出をされ決められた

調査、面談を終了された子育て世帯に対し、妊娠時出産時にそれぞれ５万円を支給したものとな

ります。節１９扶助費の障害児通所支援費は、障害児及び発達障害児等の放課後デイサービス等
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への支援費を支給、支出したものとなります。節２２償還金利子及び割引料は、各事業の国及び

県への実績による返還金となっております。目２児童手当事業費は、６３ページにまたがります

が、受給者８３０名に対する児童手当を支給した事業費となります。目３子ども医療費助成事業

費は、システムの委託料と給付金が主なものとなります。目４ひとり家庭福祉費は、ひとり親家

庭福祉費は、医療費助成金が主なものとなっております。延べ３２１人へ助成を行っております。

目５養育医療事業費は、低出生体重児の医療費についての扶助費となりますが、令和４年度は対

象児はございませんでした。目７低所得子育て世帯生活支援特別給付、給付金給付事業費は、児

童手当受給者において、住民税非課税となっている対象者や家計急変の対象者に対し児童１人当

たり５万円を支給した事業の歳出となっております。続きまして、救護施設費となります。目１

救護施設総務費につきましては、施設の運営に関わります人件費や調理業務委託料が主なものと

なっております。６５ページになりますが、節１４工事請負費につきましては、救護施設のトイ

レを新型コロナウイルス感染症予防対策として、自動水洗のトイレに交換したものでございます。

節１７備品購入費につきましては、冷蔵庫と備蓄用倉庫を購入したものとなります。６６ページ

をお願いいたします。目２救護施設事業費につきましては、入所者の生活支援、相談支援や各種

活動に要するものとなっておりますが、令和５年３月末時点での状況としましては、男性３０名、

女性２０名、計５０名の受入所状況となっており、全体の平均年齢は６９.９歳となっております。

６７ページをお願いいたします。目１災害救助費、節１８負担金補助及び交付金の住まいの再建

支援事業助成金は、令和２年７月豪雨で被災され家屋が半壊と診断され、その後解体された５世

帯に対し助成金を支給したものです。節１９扶助費は、台風１４号による住宅被害４件と住宅火

災２件に対する災害見舞金となっております。以上で生活福祉課所管分の説明を終わります。 

◎議長（森岡 勉君）  林高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（林 敬一君）  はいそれでは、高齢福祉課所管分について説明を申し上げます。

１２ページをお願いいたします。分担金及び負担金の項の中ほどの項２負担金、目１民生費負担

金、節１老人福祉費負担金、養護老人ホーム入所者負担金は、あさぎり町１施設を含む人吉球磨

地域の３施設に入所しておられる方の令和４年度の入所者負担金となります。４年度末の入所者

数は２１名でございます。下段の項１使用料、目２民生使用料、節１社会福祉施設等使用料は、

高齢福祉課所管の白寿荘使用料となります。３年度は、コロナウイルス感染症の影響で、一時期

使用を制限して、していたこともあり、４年度分は若干の増額となっております。１４ページを

お願いいたします。中ほどの項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金、節１老人福祉福祉費負担

金、低所得者保険料軽減負担金は、６５歳以上の第１号被保険者で低所得の高齢者の負担を軽減

するため国県町が公費負担するもので、国庫負担分となります。１７ページをお願いいたします。

上段の目２民生費県負担金、節１老人福祉費負担金、一行目の低所得者保険料軽減負担金は、先

ほど説明いたしました県負担分となります。最下段の目２民生費県補助金、節２老人福祉費補助

金、老人クラブ活動等事業費補助金、補助率は３分の２となります。次の行の低所得者利用者負

担対策事業費補助金につきましては、所得が少ない介護サービス利用者に対する社会福祉法人等

の費用負担を軽減するために交付される県補助金でございます。１８ページをお願いいたします。

備考欄最上段の権利擁護人材育成事業補助金は、市町村が実施する市民後見人の養成活動支援等
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の事業に対する県補助金でございます。本町は、人吉球磨１０市町村共同で、人吉市社会福祉協

議会に運営事業を委託し、広域で後見人の育成、組織整備活動支援を行っております。２２ペー

ジをお願いします。下のほうの目１特別会計繰入金、節２介護保険特別会計繰入金、過年度分精

算繰入れ、繰入金につきましては、介護保険特別会計へ繰り出した金額を精算し、一般会計へ繰

入れたものでございます。２５ページをお願いいたします。目３雑入、節１雑入になりますが、

備考欄下から１０行目と９行目でございます。令和３年度分の低所得者保険料軽減負担金精算金

として、それぞれ国県から受入れております。その下の白寿荘光熱水費につきましては、昨年１

０月から白寿荘事務室に入っておりますシルバー人材センターの６か月分の光熱水費相当額を受

入れたものでございます。この件につきましては、先日の１１番議員の一般質問の中で白寿荘使

用料の増額分の要因の一つである旨回答をしておりますが、しておりましたが、シルバー人材セ

ンターの増額分１万８,５５０円は雑入、雑入として受入れておりましたので、白寿荘使用料の２

万円ほどの増額については、先ほど申し上げましたとおり、３年度は、コロナウイルス感染症で

一時期使用を制限し、していた関係で、使用料が減額になっていたことが主な要因と思われます。

不確実な答弁となっておりましたことをおわびいたします。５５ページをお願いいたします。歳

出でございます。歳出につきましては、主なものを説明させていただきます。目２老人福祉費、

下のほうの節７報償費、金婚式記念品は、昭和４７年に御結婚された御夫婦３５組の表彰経費と

なります。その下の敬老祝い金は、８０歳到達で１万円、９０歳到達時２万円、１００歳到達時

に１０万円をお祝い金として給付しております。節１２委託料、２行目の敬老会式典業務委託料

は、５３の行政区及び町内の介護サービス事業所、１１事業所へ委託したものでございます。対

象者は７５歳以上の在宅の方２,９２８名と施設等に入所されている方２６９名でございます。次

の生活管理指導短期宿泊事業委託料は、６５歳以上の高齢者が介護施設等に一時的に宿泊し、生

活習慣を整え、整える目的のサービスを委託したもので、利用実績は２名となっております。最

下段の緊急通報装置システム管理業務委託料は、独居老人の急病や災害時に対応するための緊急

通報対応を民間警備会社へ業務委託したもので、利用者は２１名となっております。５６ページ

をお願いいたします。最上段の人吉球磨成年後見センター運営業務委託料は、人吉球磨１０市町

村が判断能力の不十分な方を法律面や生活面で保護し、支援するための業務を人吉市社会福祉協

議会へ委託しているものでございます。主な業務は、被後見人等の生活療養介護などの法律行為

を行う心情看護や財産管理で、管理その他で、成年後見センターの法人後見受任状況は全体で８

９件、うちあさぎり町分が１８件となっております。その下の節１８負担金補助及び交付金、２

行目、老人クラブ補助金は、あさぎり町老人クラブ連合会への補助金で、対象会員数は２,０００

人となっております。２行下のシルバーエイト負担金は、球磨郡公立多良木病院の介護老人保健

施設整備費の企業債償還額を負担するものでございます。次のシルバーヘルパー活動助成金は、

老人クラブ会員による高齢者の安否確認や地域福祉活動等の活動に対して助成したものでござい

ます。次のシルバー人材センター、シルバー人材センター事務所移転費助成金は、農村女性の家

の調査事業に伴う白寿荘への事務所移転費用を助成したものでございます。次の高齢者施設等物

価高騰対策支援金は、光熱水費、食費、燃料費等の物価高騰の影響を受けている高齢者施設等に

対し、県がその費用の２分の１の支援を実施されたことを受け、町として費用の４分の１の支援



- 174 - 

を実施したもので、町内の１３施設に対し交付しております。次の低所得者負担軽減補助金は、

所得が少ない介護サービス利用者に対する社会福祉法人等の費用負担を軽減するために社会福祉

法人に交付される県４分の３、町４分の１の補助金になります。中ほどの節２２償還金利子及び

割引料、介護保険低所得者対策事業県補助金返還金は、ただいま説明しました補助金の令和３年

度分の県への返還金となります。その下の節２７繰出金、介護保険特別会計繰出金は、介護給付

費、一般事務費等の町負担分を介護保険特別会計の特別会計へ繰り出したものでございます。そ

の下の目３老人保護費、節１８負担金補助及び交付金、球磨圏域福祉サービス協議会負担金は、

養護老人ホームへの入所措置を判定するため１０市町村で構成する協議会の運営負担金でござい

ます。その下の節１９扶助費、老人施設入所措置費につきましては、あさぎり町１施設を含む人

吉球磨地域の養護老人ホーム３施設に入所しておられる方への４年度の入所措置費になります。

５９ページをお願いします。中ほどの目７社会福祉施設費、施設費の中で、高齢福祉課所管の白

寿荘に関する主な経費は、節１０需用費のうち電気料中の３１万８,０００円と６０ページの最上

段の清掃委託料が主なものとなります。以上で、高齢福祉課所管分の説明を終わります。 

◎議長（森岡 勉君）  説明の途中でございますがここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５７分 

再開 午前１１時０５分 

 

◎議長（森岡 勉君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい。それでは、健康推進課所管分について説明させていただ

きます。１２ページをお願いいたします。歳入です。款１４使用料及び手数料、項１使用料、目

３衛生使用料、節１保健衛生施設使用料は、備考の保健センター使用料で、免田、岡原保健セン

ターの使用料となります。１４ページをお願いいたします。款１５国庫支出金、項１国庫負担金、

目１民生費国庫負担金、節３国民健康保険事務費負担金の国民健康保険保険基盤安定負担金は、

低所得者数に応じて保険料額の一定割合を公費で補填する保険者支援分と低所得者の保険料軽減

分を公費で補填する保険料軽減分の負担金として、一般会計で受入れて国民健康保険特別会計へ

繰り出しております。目２衛生費国庫負担金、節１保健衛生費負担金の新型コロナワクチン対策

費負担金は、ワクチン接種に係る費用分として受入れたものです。項２国庫補助金、１５ページ

をお願いいたします。目３衛生費国庫補助金、節１保健衛生費補助金の地方スポーツ事業振興補

助金は、スマートウェルネスシティ事業用として受入れたものです。節２衛生費国庫補助金の感

染症予防事業費等補助金は、風疹の予防接種の機会、接種機会がなかった昭和３７年４月２日か

ら昭和５４年４月１日までに生まれた男性に対する抗体検査や接種費用のに対する補助として、

事業費の２分の１を受入れたものです。その下の新型コロナウイルス接種体制確保事業費補助金

は、新型コロナワクチン接種に係る補助金として受入れたものです。その下の母子保健衛生費国

庫補助金は、母子保健対策強化事業において視力、目ですね、の屈折検査機器購入に伴う補助金

を受入れたものです。１６ページをお願いいたします。款１６県支出金、項１県負担金、１７ペ

ージをお願いいたします。目２民生費県負担金、節１老人福祉費負担金の後期高齢者分保険基盤
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安定拠出金は、低所得者等の低所得者層の保険料軽減分を公費で補填する負担金で、一般会計に

受入れて後期高齢者医療特別会計へ繰り出しております。節３国民健康保険事務費負担金の国民

健康保険保険基盤安定負担金は、低所得者数に応じ保険料額の一定割合を公費で負担する保険者

支援分と低所得者の保険料軽減分を公費で補填する保険料軽減分の負担金として、一般会計に繰

入れて国庫負担金と同じく国民健康保険特別会計へ繰り出しております。項２県補助金、１８ペ

ージをお願いいたします。目３衛生費県補助金、節１保健衛生費補助金の備考の２行目、市町村

健康増進事業費補助金は、特定健診や特定保健指導に要する経費に対する補助で、補助金で、事

業費の３分の２を受入れたものです。その下の自殺対策推進事業費補助金は、心の相談、心理士

によるメンタルヘルス相談に対する補助の事業費補助で、事業費の２分の１を受入れております。

その下の虫歯予防対策事業費補助金は、フッ化物洗口の薬剤費、歯科衛生士の業務に対する補助

金です。その下の風疹予防接種助成事業補助金は、妊娠を希望される方、配偶者の方に対する予

防接種に対する補助で、事業費の２分の１の補助です。令和４年度は１０名の方が接種されてお

ります。その下のこんにちは赤ちゃん事業等補助金は、母子保健推進員さんの活動に係る補助で、

対象経費の３分の１の補助となっております。その下の少子化対策総合交付金は、不妊治療や早

産予防に対する交付金です。その下の利用者支援事業補助金は、子育て世代包括支援センターに

係る補助金となっております。２３ページをお願いいたします。款２１諸収入、項３受託事業収

入、目１衛生費受託事業収入の高齢者の保健事業受託収入は、令和２年度からの事業で実施して

おります高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業分で受入れております。項４雑入、目

２衛生費納付金、各種健診個人負担金は、町内集団検診の個人負担金分を徴収したものです。そ

の下の新型コロナワクチン接種負担金は、他町、市町村の方が、町、あさぎり町で接種した場合

に、他市町村より負担金として受入れたものです。目４雑入ですが、２５ページをお願いいたし

ます。備考欄下から７行目の実習謝礼金は、管理栄養士実地、実習を受入れたことにより謝礼金

です。その下の後期高齢者医療市町村医療給付費負担金精算金は、令和３年度の精算金を受入れ

たものです。その下の健幸運動教室、運動教室会費は、運動教室参加者１５８名分の入会会費と

月額会費を徴収しております。なお詳細としましては、１期生２期生が継続の方が６５名、３期

生が９３名でございました。その下の乳幼児発達相談事業負担金は、人吉、錦町、あさぎり町の

３市町で実施しております事業で、令和４年度はあさぎり町が事務局でしたので、人吉と錦町か

らは負担金を徴収し、あさぎり町から歳出のほうで支出しております。その下のチヨダ地域保健

推進賞助成金は、保健師が中心となり地域保健の推進において成果を上げている活動に対し助成

されるもので、令和４年度に二つの取組を申請し、いずれも受賞をしたことにより受入れたもの

です。その下の新型コロナワクチン接種対策費国庫負担金精算金は、令和３年度の精算金となり

ます。４４ページをお願いいたします。ここからは歳出となります。目１９地域おこし協力隊員

ですが、支出、支出済み額のうち９２万５,３８０円が健康推進課所管分となります。健幸運動教

室の指導助手として令和５年２月、３月の２か月分、１人分を、の費用の実績となります。５５

ページをお願いいたします。目２老人福祉費は、後期高齢者医療事務に係る人員、職員の人件費

を計上しております。５６ページをお願いいたします。節１８負担金補助及び交付金です。備考

の下から３行目、後期高齢者医療広域連合一般会計分共通経費負担金は、広域連合の一般事務費
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等の、の一般会計への負担金となります。その下の後期高齢者医療広域連合特別会計分共通経費

負担金は、広域連合のレセプトの共同電算処理などの特別会計の負担金となります。その下の後

期高齢者医療広域連合療養給付費負担金は、医療費に係る町の負担金です。節２７繰出金の後期

高齢者医療特別会計繰出金ですが、事務費分と歳入の県負担金として受入れた後期高齢者医療保

険基盤安定負担金に町の分も含めて繰り出したものです。５９ページをお願いいたします。目６

国民健康保険事務費は、国民健康保険事務に係る職員の人件費を計上しております。節２７繰出

金の国民健康保険特別会計繰出金は、保険基盤安定出産育児一時金、財政安定化支援事業及び法

定内の一般事務費分として繰り出しております。６７ページをお願いいたします。款４衛生費、

項１保健衛生費、目１保健衛生総務費については、職員の人件費を計上しております。節１報酬

の地域担当医療専門職報酬は、保健事業と介護予防の一体的取組に係る栄養士の報酬となります。

次の会計年度任用職員報酬は、職員の産後育休代替職員分の報酬となります。６８ページをお願

いいたします。節７報償費の口腔ケア等健康教育時謝金は、各地で行われている地域サロン等に

歯科衛生士の方が出向いて助言等いただいておりますがその時の謝金となります。節１０需用費

の消耗品は、コロナウイルス検査キットに購入のものが主なものとなります。節１２委託料の一

行目、健康管理システム保守委託料です。次の健康管理システム改修委託料は、人間ドック型検

診や特定健診等の項目追加や修正に係る改修分を行ったものです。節１３使用料及び賃借料は、

健康管理システムリース料とシステムのサーバーのリース利用料となります。節１８負担金補助

及び交付金の主なものとして、病院事業負担金は、公立多良木病院への負担金。その下の病院群

輪番制病院運営事業負担金、１番下の鍼灸治療費助成金、６９ページをお願いいたします。同じ

く備考欄、休日在宅医当番事業負担金と医療機関等物価高騰対策支援金が主なものです。医療機

関等物価高騰対策支援金は町独自の支援金として、病院１か所、診療所９か所、助産所、施術所

が７か所、薬局が８か所に交付しております。７０ページをお願いいたします。目４健康増進事

業費は、健康診断に要する経費が主なものです。節３職員手当等の時間外勤務手当は、各種健診

通知の発送業務や集団検診時における早朝対応、対応分が主なものとなります。節１０需用費の

印刷製本費は、健診申込み時の封筒の印刷代となります。７１ページをお願いいたします。節１

１役務費の郵送料は、集団健診の通知に係るものです。節１２委託料の集団検診委託料は、わっ

かもん検診２２９人、コスモ婦人科検診こちらが４４５人、人間ドック型検診こちらが１,３８４

人、それから集団検診が１,７５０人ということが受けられております。目５母子保健事業費は、

乳幼児健診、婦人妊婦の健康管理事業、母子保健推進員による赤ちゃん訪問事業などを行ってお

ります。節１２委託料の健康診査委託料は、妊婦健診に係るものです。節１７備品購入費は、ス

ポットビジョンスクリーナーとプリンターです。３歳児健診時に、の視力検査とは別に屈折異常

による弱視を早期に発見するために購入したものです。なお、この導入によりまして令和４年度

は３回実施、検診を行いましたが、４９名中８名の方が要精密者ということで、その他病院のほ

うに紹介いたしております。節１８負担金補助及び交付金の不妊治療費助成金では、特定不妊治

療が４件、一般不妊治療が２件の合計６件でございました。７２ページをお願いいたします。目

６予防接種事業費は、子供の定期予防接種と高齢者のインフルエンザ、肺炎球菌の予防接種、そ

して新型コロナウイルスワクチン接種にかかる費用となります。節１、節１報酬は、コロナワク
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チン接種にかかる医師報酬と会計年度任用職員１８名分となります。節３職員手当の時間外勤務

手当は、新型コロナワクチン接種に係るものとなります。節１０需用費の消耗品費や印刷製本費

は、新型コロナワクチン接種に係るものとなります。節１１役務費の郵送料も新型コロナワクチ

ン接種に伴うものです。節１２委託料の一行目、個別接種医療機関委託料は、子供と高齢者の予

防接種委託料と新型コロナワクチン接種委託料です。お子さん場合が延べ２,２５４名、高齢者の

方がインフルエンザが３,４５４名、肺炎球菌が２０８名でございました。１番下の行の健康管理

システム改修委託料は、新型コロナワクチン接種に係る改修費用となります。７３ページをお願

いいたします。備考の１号目、シャトルバス運行委託料、３行目の集団接種医療機関等委託料は、

新型コロナワクチン接種関係となります。節１７備品購入費は、血液中の酸素濃度をはかるパル

スオキシメーターと椅子を購入しております。節２２償還金利子及び割引料の第５期風疹予防接

種国庫補助金返還金は、令和３年度の実績に伴う返還金です。目７健康づくり推進事業費は、食

育や食生活改善、歯科保健事業、自殺対策事業に取り組んでおり、取り組んでおります。令和２

年度から実施しておりませんおどんが健康づくり大会は、令和４年度も新型コロナウイルス感染

症対策として実施いたしておりません。節３職員手当の時間外勤務手当は、新型コロナワクチン

接種に伴い通常業務として対応出来なかった分を時間外で対応したものが主なものとなります。

７４ページをお願いいたします。節１２委託料、健幸ポイント事業事務委託料は、あさぎり町あ

さぎり商工会に商品券換金業務を委託しております。令和４年度では、合計１,８２１万円が換金

されております。心のアンケート調査委託料、一番下の心のアンケート調査委託料は、上、須恵、

深田地区の６５歳以上の方と４０歳から６４歳の方に分けてアンケートを実施しておりますが、

６５歳以上の方の回収率、回収率が４５.５％でした。４０歳から６４歳までの方が２７.１％の

回収で、その内容により追加での電話相談やダイレクトメールなどの対応を行っております。節

１７備品購入費は、免田保健センター用の液晶テレビやオイルヒーターなどを購入しております。

目８スマートウェルネスシティ事業です。節１報酬の会計年度任用職員は、９月から健幸運動教

室の指導員補助としてお願いした分です。節３職員手当等の時間外勤務手当は、健幸運動教室や

スポーツ省への補助金申請実績報告に対応分として、ものが主なものとなります。７５ページを

お願いいたします。節１２委託料では、運動スポーツ習慣化促進事業委託、運動指導業務委託に

より健幸運動教室を実施し、各種のデータ収集分析を行っております。健幸政策マネジメント支

援業務委託の繰越明許につきましては、健診レセプトデータ、介護データ、アンケートデータ各

種のを活用し、本町の健康課題と原因の見える化を行っております。節１７備品購入費では、運

動教室用の掃除機とプリンターを購入しております。目９保健センター管理費は、免田、岡原保

健センターの水道、ガス、電気、修繕料などの維持管理費の経費となります。節１２の委託料の

設計委託料は、免田保健センターの空調設備改修業務の設計委託となります。７６ページをお願

いいたします。節１４工事請負費ですが、免田保健センターのキュービクル改修工事と空調設備

改修工事を行っております。節１７備品購入費は、包丁まないた殺菌庫と授乳室用のファンヒー

ターを購入しております。以上で健康推進課所管分の説明を終わります。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい、教育課所管分を御説明いたします。１２ページをお願いい
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たします。中ほどより下になります。目４教育費負担金、節１小学校費負担金と節２中学校費負

担金の日本スポーツ振興センター負担金は、学校の管理下で起きましたけが等の事故に対して医

療費等を給付する共済制度の保護者負担金を受入れたものです。次のページをお願いします。中

ほどです。目７教育使用料、節１学校施設使用料は、小・中学校の体育施設の使用料です。節２

教職員住宅使用料は、令和４年度に入居されました３件分の利用料を受入れたものです。月額２

万円になります。節３生涯学習施設使用料は、須恵文化ホール、せきれい館、生涯学習センター

の使用料です。節４保健体育施設使用料は、町内の運動施設とＢ＆Ｇセンタープールの使用料で

ございます。１６ページをお願いします。中ほどです。目６教育費国庫補助金、節１学校施設環

境改善交付金は、あさぎり中学校技術室等空調設置事業分として受入れたものです。節２公立学

校情報機器整備費補助金は、ＧＩＧＡスクール運営支援センターＧＩＧＡスクールサポート事業

に伴います補助金です。補助率は２分の１になります。節３学校保健特別対策事業費補助金は、

学校等におけるコロナ感染症対策事業への補助金になります。節４理科教育設備整備事業費補助

金は、理科の備品購入に対する補助金です。１９ページをお願いします。最下段になります。目

７教育費県補助金、節１教育費補助金、水俣に学ぶ肥後っ子教室補助金は、各小学校５年生を対

象として、水俣を訪問し、環境問題を学習するための補助金で、２分の１を受入れております。

次のページをお願いします。一行目です。地域学校協働活動推進補助金は、放課後や夏季休業日

に、中学校３年生を対象として学習支援を行う地域未来塾実施事業に対する補助金で、補助率は

３分の２です。その下、中学校英語検定チャレンジ事業補助金は、英語検定を受験する中学校３

年生を対象として、検定料の３分の１を県が補助するものです。中ほどより下になります。目４

教育費県委託金は、節１教育費委託金、人権啓発活動事業委託金、深田小学校の人権の花運動に

係る県からの委託金を受入れたものです。次のページをお願いします。中ほどより下になります。

目１指定寄附金、教育費寄附金は、あさぎり町中部ふるさと会からいただきました寄附金でござ

います。次のページをお願いします。中ほどになります。目８学校教育施設整備基金繰入金は、

あさぎり中学校長寿命化改修事業等の財源として繰入れたものでございます。次のページをお願

いします。下から２段目の目３給食事業収入、節１学校給食費は、給食費の保護者等の負担分を

受入れたものです。次のページをお願いします。雑入になりますが、下から４行目の書籍販売料

から、めくっていただきまして次のページ一行目の学校給食センター廃食油引取料までが教育課

所管分となります。次のページをお願いします。中ほどになります。目１総務債、節２総務施設

除却事業債は、１億９,１４０万円のうち８,５３０万円が、旧深田中学校校舎等解体事業分です。

その下、繰越明許分は、旧免田中学校プール、旧岡原中学校プール解体に係る事業分となります。

次のページをお願いします。中ほど目７教育債、節１学校施設整備事業債は、深田小学校玄関屋

根改修、あさぎり中学校長寿命化改修事業分になります。その下、繰越明許分は、上小学校屋根

改修、あさぎり中学校長寿命化改修事業分となります。節２社会教育施設整備事業債、繰越明許

分は須恵文化ホール改修事業分でございます。３６ページをお願いします。歳出になります。節

１２委託料の備考欄の中ほど、設計委託料の８５６万３,５００円のうち９９万円が旧深田中学校

校舎等解体工事監理業務委託に係る分です。次のページをお願いします。節１４工事請負費の１

億８,３３３万２,２２３円のうち８,８８７万８,９００円が、旧深田中学校校舎等解体工事費と
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なります。２行下の工事請負費繰越明許分は、旧岡原中学校プール解体、旧免田中学校プール解

体工事分でございます。１０４ページをお願いします。教育費分になります。主なものを説明さ

せていただきます。目１教育委員会費は、教育委員会を開催します費用でございます。主な支出

は、教育委員４名の報酬、費用弁償となっております。令和４年度におきましては、教育委員会

議を１６回開催しております。節２事務局費です。次のページをお願いします。節１８負担金補

助及び交付金、日本スポーツ振興センター負担金は、歳入でも説明いたしました学校管理下での

けが等に対して医療費等を給付、給付する共済制度の負担金でございます。中ほど目３教育振興

費は、節１報酬につきましては、主にＡＬＴ、学校教育の充実、充実を図る教育審議員、学校規

模等適正化審議会委員報酬になります。節７報償費につきましては、表彰や、各種委員会委員へ

の謝金でございます。節１０需用費の修繕料は、電子黒板や周辺機器の故障に対応したものです。

次のページをお願いします。節１１役務費、１番上の行、電話料は、各学校に配備しております

緊急連絡用の携帯電話使用料になります。節１２委託料の学校ＩＣＴ支援業務委託料は、教職員

へのＩＣＴ活用の支援を行うための業務委託です。その下、ＧＩＧＡスクール運営支援センター

業務委託料は、タブレットの障害時や通信トラブル、機器の故障等の対応業務の委託料になりま

す。節１３使用料及び賃借料は、学校で使用します出席、成績、授業時数、保険等を管理する校

務システムや教職員用の端末機器等の使用料となります。節１７備品購入費につきましては、各

学校にオンライン事業用カメラ等を購入、配備したものでございます。最後の段、節１８負担金

補助及び交付金ですが、次のページをお願いいたします。上から５行目、子ども育成奨励金は、

令和２年度、３年度とコロナ禍により減少傾向にありましたが、各種大会が再開されまして、令

和４年度につきましては、増加いたしました。３８件の申請がありました。中ほど、目４教職員

住宅費は、深田にあります３棟の管理費として支出したものです。節２小学校費、目１学校管理

費は、町内、項２小学校費、目１学校管理費は、町内五つの小学校の管理費になります。節１報

酬、節３職員手当等、節４共済費、節８旅費は、主に通常学級にあって特に支援を要する児童に

学習支援、日常活動日常活動の支援等を行う特別支援教育支援員、１４名を配置した人件費にな

ります。次のページをお願いします。上から２行目３行目、水道・下水道使用料、電気料は、通

年での小学校５校分を支出、支出しております。次のページをお願いします。節１２委託料の中

ほど、設計委託料は、小学校音楽室等空調設置工事分、その下、設計監理委託料は、深田小学校

玄関屋根と改修工事、免田小学校内部壁補修工事分となります。１番下の行、設計監理委託料の

繰越明許分は、上小学校屋根改修工事監理業務委託になります。節１４工事請負費は、主に深田

小学校玄関屋根等改修工事、免田小学校内部壁補修補修工事、小学校音楽室等空調設置工事など

でございます。２行下の工事請負費の繰越明許分は、上小学校屋根改修工事分です。次のページ

をお願いいたします。節１７備品購入費の一般備品購入費の繰越明許分は、学校におきます感染

症対策等支援事業備品分でございます。項３中学校費、目１学校管理費です。あさぎり中学校に

かかります管理費の支出をいたしております。節１報酬は、主に３行目の特別支援教育支援員５

名と下から２行目、学習支援員を４名配置しました経費になります。次のページをお願いします。

節１０需用費につきましては、中学校の水道・下水道使用料、電気料等を支出しております。次

のページをお願いいたします。節１２委託料の中ほどです。設計委託料は、長寿命化改修事業に
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伴います石綿ふくゆう調査、仮設校舎実施設計委託業務になります。下から２行目の設計監理委

託料の繰越明許分は、長寿命化改修基本設計、実施設計の業務委託分でございます。節１４工事

請負費は、技術室等空調設置工事分、その下、工事請負費の継続費は、長寿命化改修工事分とな

ります。次のページをお願いします。中ほど目２スクールバス運行費は、主に学校までの通学路

である浜上線、平山荒茂線、鷺巣線、新深田線、皆越線の運営費でございます。利用生徒は５０

名でした。目１生涯学習総務費です。主に社会教育職員の人件費及び社会教育の普及向上のため

に活躍される社会教育団体への支援に関する経費を支出しております。次のページをお願いしま

す。節１８負担金補助及び交付金は、コロナ禍により活動の制限がされたため昨年度までは補助

金の減少が見られましたが、４年度につきましては、少しずつですが活動の再開が見られ補助金

が増加しております。次のページをお願いします。目２公民館費、節７報償費、記念品等は新成

人者への成人式記念品です。対象者１８４名中１４８名が出席しております。次の行、講師謝金

は、主に地域未来塾の講師謝金になります。次のページをお願いします。目３文化財保護費です。

町内文化財の保護継承に係る経費として支出しております。節７報償費、講師謝金は、あさぎり

町文化財講座における講師謝金となります。あさぎり町の昭和学問から見た日本農村の暮らしを

テーマとした講座を４回開催いたしました。次のページをお願いいたします。節１２委託料、下

から２行目の文化財運搬業務委託料繰越明許分は、寄贈いただきました上村焼の運搬に係る費用

を支出したものです。節１８負担金補助及び交付金は、下から２行目、文化財修理費補助金繰越

明許分は、鬼子母神１体修復事業の補助金でございます。目４文化ホール運営費です。次のペー

ジをお願いします。委託料で、下から２行目の設計委託料繰越明許分は、須恵文化ホール改修工

事監理業務委託料です。節１４工事請負費の繰越明許分も、須恵文化ホール改修工事費となりま

す。目５図書館費です。次のページをお願いします。１行目の節１７備品購入費、図書購入費は、

生涯学習センター図書館の図書２５７冊とせきれい館図書館の図書２１１冊の購入費です。目６

生涯学習センター事業費は、主に経常的な施設の管理費となります。節１４工事請負費は、主に

学習センター汚水管りょ工事分です。次のページをお願いいたします。目１保健体育総務費です。

節１１役務費のピアノ運搬手数料と節１２委託料のピアノ台作成委託料は、夏季巡回ラジオ体操

みんなの体操会開催時に支出しております。節１２委託料の看板作成委託料は、全国のスポーツ

大会コンクール等に出場する選手を紹介、応援するための横断幕作成料でございます。２１名分

を作成しております。節１８負担金補助及び交付金は、体育協会補助金、次のページをお願いし

ます。１行目コロナ禍による大会の中止により減少しておりましたが、４年度につきましては、

大会が再開されており昨年度より増加しております。下から２行目の奥球磨駅伝大会につきまし

ても、第１回大会が開催され負担金を支出しております。目２体育施設費、節１報酬から節４共

済費までは、Ｂ＆Ｇプールの受付、監視員８名分の人件費です。年間利用者は７,１７４人でした。

次のページをお願いいたします。中ほど目６給食センター運営費です。次のページをお願いしま

す。節１０需用費、下から２行目の賄い材料費は、学校給食に係る材料費でございます。次のペ

ージをお願いします。節１４工事請負費は、小型蒸気ボイラー１号機の更新工事費でございます。

節１７備品購入費繰越明許分は、給食センター配送車両の更新によるものです。以上で、教育課

所管分の説明を終わります。 
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◎議長（森岡 勉君）  追加の説明はございませんか。ございませんか。はい。 

◎議長（森岡 勉君）  ないようでしたら説明の途中でございますけれどもこれ休憩したいと思い

ます。午後は１３時３０分より再開いたします。 

 

休憩 午前１１時４６分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（森岡 勉君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は各課、各課ご

とに行ってきます。それでまた質疑が足りないようであれば一括で質疑をいただきたいと思い、

時間を設けたいと思いますので、よろしくお願いいたします。それでは、最初は税務課分です。

質疑ありませんか。８番、豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  ８番です。予算書９ページの市町村たばこ税についてお尋ねをい

たします。予算額８,３２６万３,０００円に対して、９,５２０万８,０００円の収入済額という

ふうに、約１,２００万の増額というふうになっております。町にとっては大変喜ばしいことだろ

うというふうに思いますけれども、予算額の８,３００万につきましては、大体例年どおりの金額

ではなかろうかというふうに思っておりますけれども、この予算のですね、積算金額をまず積算

の根拠ですね、ちょっと説明をいただきたいというふうに思います。 

◎議長（森岡 勉君）  高田税務課長。 

●税務課長（高田 真之君）  はい。今、たばこ税の予算額の件でございますけども、例年、過去

５年分ぐらいをですね、積算しまして、その平均額をいつも話しておるところでございます。 

◎議長（森岡 勉君）  ８番、豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  はい。過去５年くらい、５年間ぐらいの実績をベースにして出し

てるという話でございましたけれども、どうしてですね、分からないことがございます。といい

ますのが、喫煙者は減っている、健康上、いろいろな問題ですね。結局、喫煙者が減ってるとい

うことは、購入本数あたりも減ってるわけですよね。しかしながら、１,２００万ぐらい、大きく

９,５００万というのは、近年にない大きな金額だろうというふうに思いますけれども、恐らく安

いたばこの値上がりによって、こういう効果になったんじゃなかろうかというふうに私は勝手に

分析しておりますが、なかなかですねこの市町村税、たばこ税の交付税がですね、来る仕組みと

いいますか、何遍か聞いたんですけれども非常に分かりづらかっですよね。高田課長は丁寧な説

明が常でありますので、そこらあたり分かりやすく、どういうふうに来るんだということをちょ

っともう一度説明していただければというふうに思います。 

◎議長（森岡 勉君）  高田税務課長。 

●税務課長（高田 真之君）  すいません。議員おっしゃるとおり詳しく説明をしたいところなん

ですけどちょっと本日は手持ち資料をお持ちしてませんので、後日調べまして詳細にお答えした

いと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  ８番、豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  はい。もうできるだけ分かりやすくですね、説明いただければと
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いうふうに思っております。といいますのが、前からですね、本庁舎前にも、たばこは地元で買

いましょうという看板が立っておりますけれども、なかなか最近はですね、コンビニとかいろん

な商業施設出てきまして、地元でなかなか買う機会は少ないだろうというふうに思っております。

そこらあたりが、昔て言えば語弊がありますけれども、そういった啓発活動あたりが非常に何か

ちょっと矛盾している部分が、もう今の時代ですね、出てきてるんではなかろうかというふうな

ことで思うわけです。ただ、財源としては欲しい。しかし一方では健康的には、吸うちゃならん

というような矛盾もあるわけでありますのでそこらあたりいいのですね、何といいますか、どう

いうふうに一方でですね、自主財源を求めて一方で健康、健康的な社会を目指すといいますか、

そういった方向、その２面性がありますので、そこらあたりは難しいところでありますけれども、

どうにか方針を打ち出していただくというなことで、お願いしたいというふうに思っております。 

◎議長（森岡 勉君）  高田税務課長。 

●税務課長（高田 真之君）  はい。やはりたばこ税をですね、大切な自主財源でございますので、

またたばこ農家さんもたくさんいらっしゃってあさぎり町はたばこ農家もですね、１番多いとこ

ろだと思っております。また一方ではたばこというのは健康害というなこともありますけれども、

その２面性をですね、やはり持っているということは重々承知しております。これを今後も相反

するかもしれませんけども、やはりたばこ税は自主財源として貴重でございますので、どうにか

増えていくことは非常にいいことだと思っております。以上です。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに税務課分について、ございませんか。ありませんね。 

◎議長（森岡 勉君）  次は町民課分です。質疑ありませんか。１１番、皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子さん）  はい。１１番皆越です。７０ページです。生ごみの収集運

搬委託料と生ごみ処理委託料が、３年度と比較しますと、増加している傾向にあります。で、３

年度と４年度を検討して、町民課としてですね、どういうことでこう高くなったか、分析をして

おられましたらお伺いしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  中竹町民課長。 

●町民課長（中竹 健次君）  生ごみの３年度から４年度分まででですね、増えた要因についてで

すけれども、コロナ禍が開けてですね、飲食店等が動き出しまして、それについてですね、飲食

店からの量が増えた。それと家庭からのですね、生ごみ等も増えまして、その要因があるかと町

民課のほうでは分析しているところでございます。以上です。 

◎議長（森岡 勉君）  １１番、皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子さん）  はい。私もやはりコロナ禍がですね少し緩やかになったか

ら増えたのかなという、そういうふうに感じたわけですけども、これについてですね、課でどん

な対策をしたらいいかなというようなことをお話合いでされましたらお伺いしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  中竹町民課長。 

●町民課長（中竹 健次君）  現在、免田地区それと上地区の３地区のほうで生ごみ収集を行って

おりますけれども、参加の生ごみのですね、参加率のほうがですね１００％ではございません。

統計もですね、本日持ってきておりますけれども大体７０％ぐらいだったと思います。その参加

率のほうをですね、増やすために今後ですね、広報紙等を通じましてですね、広く生ごみの参加
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のですね世帯を増やしていきたいと町民課のほうで話してるところでございます。以上です。 

◎議長（森岡 勉君）  １１番、皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子さん）  はい。参加量を増やすというようなことで、答弁をいただ

きました。私もですね、この議案を見て、何か方法はないかなあと思ってですね、この熊本県の

ホームページを見てみました。そしたらですね、生ごみ処理機購入助成金制度というのがですね、

熊本県のこの４５市町村のですね、これに助成してるのを掲載してありました。熊本市からです

ね、この葦北までですけども、このあさぎり町はですね、助成金の有無では無しなんですよ。で、

購入価格に対する助成率が２分の１、３分の１とか、助成金額がですね、２万５,０００円、１万、

３万というようなことで、このホームページをですね、見ていただくとこの助成金制度もありま

す。この助成金をですね、導入したから減る、減らないは別といたしまして、この制度について

もですね、御検討いただければと思い、購入制度、助成金をですね、ホームページから印刷して

きましたのでお知らせしておきます。 

◎議長（森岡 勉君）  中竹町民課長。 

●町民課長（中竹 健次君）  御提案ございました生ごみ処理機の助成事業ですけれども、課内の

ほうでもですね、生ごみを出せる管内でですね、出せるのが免田と上地区の３地区に限っており

ます。その地区の生ごみをどう処理するのかっていう話もですね、庁内のほうでですね、検討し

ておりますけれども、その中でこのようなですね、先進事例といいますか、熊本県にもですね補

助制度がございまして生ごみの有効利用っていいますか、ごみとして出さない方法が生ごみ処理

機だと思います。その点についてですね、今後、庁内全体でですね、話合いながら今後進めてい

けたらなと個人的には思っているところです。以上でございます。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに町民課分について、質疑ございませんか。ありませんね。 

◎議長（森岡 勉君）  次は生活福祉課分です。質疑ありませんか。１２番、小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  はい、１点お尋ねいたします。ページは６０ページの委託料

でございまして、ヘルシーランド指定管理委託料からふれあい福祉センター指定管理委託料につ

いてお尋ねいたします。特にヘルシーランド指定管理委託料につきまして、事業、この事業なさ

れ、管理者のですね、決算報告書あたりはですね、説明される上に添付されたら分かりやすいと

思ったんですけどその可能、実際、その報告書を議会に提示できることは可能でしょうか。それ

とふれあい福祉センターも同様ですけど、一応その辺のところで、みんなで検討すべきと思いま

すので決算ですので、それができれば、今日出来なければまた最終日でございますけど、その辺

いかがでしょうか。 

◎議長（森岡 勉君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい、ヘルシーランドとふれあい福祉センターの指定管理委託

料についてですけれども、ヘルシーランドの決算につきましては、本社である、本社のほうがで

すね、請負をされております本社のほうが９月決算ということで、まだ確定がしていないという

ことではございますが、概算での決算書はいただいているところでございます。ふれあい福祉セ

ンターにつきましてもですね、決算書につきましては、いただいているところでございますので

併せてヘルシーランドのほうがですね、９月を過ぎないと決算、正確な決算自体がですね、お示
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し出来ないかと思いますのでその部分も含めまして、ちょっと今議会でですね、お示しすること

はちょっと出来ないかと思いますが、確定しましてから、また議会のほうにもですね、お示しし

て説明をさせていただければと思っております。 

◎議長（森岡 勉君）  １２番、小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  はい。収支に関する報告はそれでよございます。ほんなら一

応利用者数はどのような形になっているのか両方施設ですね。分かる点があれば、今日分かれば

お知らせ願いたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい。まずヘルシーランドの利用者数でございますが、令和２

年度はですね、コロナウイルス感染症等の影響によりまして、大分利用者数のほうが少なかった

わけですが、その時が８万６,４６４人でございましたが、令和４年度におきましては、大分利用

者数がですね増えてまいりまして、９万６,６５９人の御利用があっているということでございま

す。また、ふれあい福祉センターにつきましては、令和３年度におきましては、カルチャーの

１・２・３の予約、使用料等が必要な部分につきましては、４,９３３名の御利用がございました。

それが令和４年度につきましては、９,１９９名まで利用者数が増加しているというところでござ

います。また、フリーサイトにつき、失礼しました。フリーのエリアにつきましても令和３年度

この人数自体は、定時での観測での人数の報告とはなっておりますが、令和３年度が９,０７０名、

令和４年度につきましては、１万４,３２８名の利用を確認しているところでございます。以上で

ございます。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに生活福祉課について。１１番、皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子さん）  はい。皆越ですけど、ふれあい福祉センターがですね、か

えで館という名称に変わりました。で、あさぎり５月号でですね、広報紙に、町民の皆さんにお

知らせが来ました。ですけども、このふれあい福祉センターの後ろにですね、かえで館てあって、

かえで館ということで、括弧書きしてあります。で、もうかえで館が、名称がですね、かえで館

なったならば、かえで館バックにふれあい福祉センターというのが本当じゃないかなとも思って

おります。で、このかえで館っていう名称をつけた方にもですね、表彰とかされておりますので、

いつまでこのふれあい福祉センターという名称が続くのかなと思っております。やはり看板等の

取替えも必要かと思いますので、課長の考えをお聞きしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい。ふれあい福祉センターにつきましては、先ほど議員おっ

しゃられたとおりですね、愛称を募集しまして、かえで館ということで決定した訳でございます。

決定をいたしましてから、今現在までの取組としましては、様々な広報紙やホームページ等にお

きまして、取りあえず今までふれあい福祉センターという正式名称はふれあい福祉センターとい

う名称なんですが、それがかえで館という愛称がつきましたよということで、ふれあい福祉セン

ター、括弧、かえで館というような記載方法で皆様に、かえで館、というですね愛称を分かって

いただこうということで、今現在もそのような広報紙等のですね、書きぶりになっているところ

でございます。もちろんこのかえで館というですね、愛称が浸透してきましたらですね、かえで
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館という名称、名称、愛称を使ってですね、今後、いろいろと行事等の御案内とかですね、そう

いう部分でかえで館という名前をもう先頭に出してやっていけるのではないかと思っております

ので、そういう時期を見極めまして、今後、そういうですね記載の仕方といいますか、そういう

部分も変えていきたいと考えております。以上です。 

◎議長（森岡 勉君）  １１番、皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子さん）  はい。私もですね、前町長が１人でかえで館っていう名称

じゃないかと思い、思っておりますので、どうかですね、課一体となって、庁舎一体となってで

すね、このかえで館というのをＰＲしていかないといけないと思いますので、看板等のですね、

取替えとかも今度５、５年度の補正予算でもしていただくと結構かと思いますのでよろしくお願

いします。 

◎議長（森岡 勉君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい、かえで館のですね、看板につきましてもですね、今現在

はですねまだ付けていない状態となっておりまして、かえで館というですね愛称をですね皆様に

も知っていただく意味でもですね、今後予算をいただきまして設置に向けて考えていきたいと思

っております。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに、生活福祉課分についてございますか。１３番、溝口議員。 

○議員（１３番 溝口 峰男君）  ６３ページ救護施設に関して、町長にお伺いしたいと思います。

検討委員会の結果が出ておりますがそれを委員会で報告いただきました。デメリットとメリット、

双方書いてありましたが、しかしながら方針等については示されておりませんでした。やはりそ

れは最終的には町長が判断をし、それに対しての議会がどのように考えるかということになると

いうふうに思います。そこでですね、お伺いしますのは、前々町長時代に町営保育所が全て民営

化にされ、民営譲渡されました。私は非常に英断だったというふうに私は思っておるんです。や

っぱり民間でできるものは民間にもう譲渡し、そのような形が私はこれからは町の財政的にもで

すね、いろんな職員の定員管理の問題からも含めて、私はそちらのほうがいいんではないのかな

というふうに思うんです。今現在救護施設には正職員が１０名配置があるわけですが、やはりそ

の方々が、正規の職、仕事にですね、変えてもらうと。本来施設の現場で働くというのは、非常

に私は職員からすると負担になるんじゃないのかなというふうな見方もしてるんです。ですから、

少なくとも年度内は検討されてですね、末ぐらい年度末ぐらいまでには一つの方針を示していた

だきたい。そして例えば民間に譲渡するという話になると、また準備期間が当然入るわけですか

ら、その辺も考えて是非年度内にはそのような方向性を、私自身も思ってるんですけれども、町

長がどのようにお考えか、方針の時期をお示しいただければと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  町長。 

●町長（北口 俊朗君）  はい。ただいまのしらがね寮の今後の在り方についてということですけ

れども、答申がなされたのが三つの選択肢でですね。一つは、従来どおり直営ということですね。

そして二つ目が、指定管理して三つ目が、民設民営ということで答申があったわけですけれども、

私としましてもやはり一つ目二つ目は、今の状況と全然変わりがないということで民設民営でい

くべきと思っております。ということで担当課のほうには、そのような調査を現在進めていただ
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いております。ですから、民設民営で私は進めていきたいと思っておりますんで、いつ頃までに

という返事につきましてはですね、この場では断言出来ませんけれども、年内には一度、また協

議の場を持たせていただきたいと。年内と言わずにですね近いうちにですね、進めていきたいと

思います。特に職員についても処遇等の問題もありますので、そういった点も踏まえて検討して

いきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに。１番、小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。まず６２ページですかね。６２ページ中ほど扶助費ですが、

障がい児通所支援費、この事業をよく私記憶ありませんが、定かでないんですがここを七、八年

ですかちょっとよく記憶ないんですけど、かなりこの予算規模も大きくなってきて決算も１億を

超えてる状態かと思います。今のですね、実績と実績と申しますかね利用されてる利用者の方、

支援を受けておられる方々とかですね、その付近の具体的な数値的なものが今御手元に持ってお

られたらですね、ちょっとできればその推移が分かれば１番いいんですけども、増えてきてる傾

向じゃないかなというような、私勝手なイメージを持ってるんですが、そこあたりがもしお分か

りだったら１点お願いしたいと思います。それからもう１点でございますが、今の上の上という

か、備考欄でいきますと三つ目ですね。出産子育て応援給付金、実は私、勉強不足というか認識

不足でこの事業のことを余り頭になくて今度の決算を、書を見た中でこんな事業があったんだと

いうのは、正直な私のびっくりたとこでございまして、これ出生祝い金、出生祝い金というのが

もう本来町単独でずっとやってきた中で、この事業が、これ国県の支援も受けての状況でござい

ますが、この内容とですね、これいつからスタートしたのか、そして今後も続く見込みのある、

要するにもう通常というか経常的にですね、やっていくような制度になっていたのかどうか、ち

ょっとここ、さっき最初申し上げましたように私はあまり、認識してなかったもんですから確認

の意味でお願いをしたいと思います。それからもう１点でございます。これがちょっと私も決算

書かなり見たつもりですが、分からなかったのが、令和４年度の主要事業説明の中で、令和３年

の段階ですね。こども家庭総合支援拠点運営事業というのはですね、令和４年の２月の段階で、

令和３年２月の失礼しました、令和４年２月の全協でですね、令和４年度の主要事業で述べられ

ておるんですが、これが今回の決算の中にどこで出てきているのか。ちょっとそこがよく分から

なかったもんですから、こども家庭総合支援拠点事業、これこども家庭庁の発足とですね、並び、

横並びで国のほうがつくってきた支援事業だと思うんですが本町の４年度のですね、具体的な動

きというか、その点をお願いをしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい。まず御質問のありました扶助費の中でですね、障がい児

通所支援費につきましてですが、この事業につきましては、特性のある子供さん方において、社

会的、社会でですね、適応していくために、いろいろな支援をするということが、することを目

的で事業所にお願いをしているところなんですが、令和４年、令和４年度の実績としましては、

３月、令和５年の３月３１日現在では、対象者が１０３名の方がいらっしゃいます。その方々が

通所されている事業所は１８ありますが、あさぎり町内では５事業所が、この事業を行っている

というところでございます。人数的にですね、どう増加しているのかという御質問がありました
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が、中学生等になりますとこの通所事業がですね、もう通所をされなくなったりっていうところ

もございますので、人数的には毎年１００人前後の方が通所事業を利用されてるっていう状況だ

と把握しております。はい。それから出産子育て応援給付金につきましては、これは国の子育て

支援の施策の一つでございまして、あさぎり町におきましては独自に出生祝い金１０万円を支給

しておりますが、それとはまた別のものでございまして、まず妊娠をされたというときにですね、

健康推進課のほうにですね、いろいろと手帳の交付等の申請にこられますが、そのときに面談や

ですね、調査等を行いまして面談調査を行う、実施されたというものをもって、まず５万円の支

給が可能となります。そのあと出産をされた時、出生届を町民課に出しにこられますが、その時

に出生届と同時にまた健康推進課のほうで面談調査を行われます。で、その面談調査を行ったと

いうことを、の報告が生活福祉課のほうに参りますと、またそのときに５万円の支給がされると

いうことで、合計の１０万円の支給を行っている事業でございます。これにつきましては国の事

業でございますので、今後ですね、いろいろと少子化等の問題等もあってこのような事業が実施

されていると思いますので、今後も続いていくものと考えております。この事業につきましては、

国が３分の２を補助しまして、県が６分の１、市町村が６分の１の割合で事業を行っているとい

うものになります。はい。それからこども家庭支援拠点のにつきましては、設置につきましては、

令和５年の１月１日をもちまして設置をしております。で、今現在予算上でいろいろと備品等に

ついてですね、予算をいただいている部分につきましては、家庭、こども家庭センターの設置と

いうものがありましてそれに向けての準備に準備用の予算をいただいているということになりま

す。で、健康推進課が設置しております、こども包括支援すいません、こどもすいません、子育

て世代包括支援センターと生活福祉課にありますこども家庭総合支援拠点というものを設置して、

今後国のほうとしましては、それらの機能を持ち合わせたセンターの設置というものを今進めて

おりますので、そのセンターの設置に向けて今現在は動いている状況ということになります。以

上でございます。 

◎議長（森岡 勉君）  １番、小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい、ありがとうございました。１番最後の話ですね、こども家

庭総合支援拠点整備事業。これがちょっとこれも私の認識不足なんですけど、こども家庭世代包

括支援センターとこども家庭総合支援拠点は、別物であるわけですよね。新たにこのこども家庭

総合支援拠点というのはいろいろ、いろんな言葉でですね、国の施策を出してきているようです

が、この中では、示されておるのが、特に要支援児童及び要保護児童等に対して切れ目ない支援

を提供し、子供の発達段階や家庭の状況という話でより効果的な支援を継続して行うことができ

るという言葉があるわけみたいです。で、これが先ほどの最初の質問させていただきました障害

児通所支援事業費、私の認識は若干増えてきているのかなというイメージがあるんですが、そう

いうことでよく言えば、広くきちんと目配りを聞いて対象者を何ていうか、判断をしているとい

うようなそういう状況かなということで、これは一概にどうか分かりませんがよその市町村から

聞いた話としてですけどもあくまでも、あさぎりは、ここが手厚いからいいもんなみたいな、ニ

ュアンスのことを他所の町村からの方から聞いたことがあるんですよ。要するにですからその拠

点事業で、何かの対応、ある意味先行的にやっているのかなというイメージがあるんですが、そ
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ういった部分で予算額の問題とも、あさぎり町結構大きいんだろうというようなイメージがある

んですけども、これいい悪いは別ですよ、現状としてですね、そういうような傾向を実際あさぎ

り町としてだから、この障害児通所支援事業、結構先行的にやっておられるというのは、そうい

う感覚、そういう認識を私持ってよろしいですか。ちょっとそこを確認したいんですが、じゃな

くて横並びでどこの町村もやっている話なのかですね。ちょっとそこあたりちょっと確認をさせ

ていただきたいんですが。 

◎議長（森岡 勉君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい。まず通所事業につきましては、基準的な部分につきまし

ては、もう各町村同じ基準でですね、審査っていいますか、調査をしまして、必要となった場合

には事業所のほうにですね、御相談するっていうことで。確かに他の町村と比較しますと人数的

にはですね、あさぎり町の場合は多いと思っておりますが、それは利用される方といいますか、

そういう方の相談も結構ございますし、人口的な部分でですね、児童数とかが多いという部分も

あるのかなあとは思っているところではございます。こども家庭支援拠点につきましては、特に、

特に支援が必要な方、障害のみならずですね、いろんな家庭環境であったりとか、そういう部分

での支援が必要という場合の、ちょっとより高度な支援が必要とされる部分についてですね、関

連した連携をとって支援をしていく機関でございまして、このこども家庭支援拠点がですね、そ

の通所事業のほうに一部おつなぎする場合もございますが、そこが主に関わってその通所事業の

ほうに何て言いますか、おつなぎするっていうような、相談等は行ってないというところでござ

います。 

◎議長（森岡 勉君）  １番、小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。最後にしたいと思います。障がい児の通所支援事業で事業

所さんですね、の事業所の認可と申しますか、とか、ある意味の指導とかそういった部分は恐ら

く県のほうの所管だろうと思いますがその点ちょっと１点だけ確認させてくださいとあわせてで

すね、要保護児童対策地域協議会、こういったものがあさぎり町設置されておられるのかどうか

と、設置されておられたらですね、詳しくはいいんですけど、その運営状況というんですかね、

そういったものがもしお分かりでありましたらお願いをしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸君）  はい。はい。通所事業の事業所の認可等につきましては県が、

のほうで行っております。要保護児童協議会につきましては、設置されておりまして協議は行わ

れているということで、うちの生活福祉課の社福士がですね、主になって取りまとめを行い、

様々な協議を行っているというところでございます。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに生活福祉課分についてはございますか。 

◎議長（森岡 勉君）  では次に高齢福祉課分について、質疑ありませんか。ありませんか。あり

ませんね。高齢福祉課よりですね、説明の申出がありますのでこれを許可したいと思います。林

高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（林 敬一君）  はい４年度の決算には直接関連はしておりませんが、シルバー人

材センターの理事長選任について１点だけ、御報告させていただきます。本年６月３日土曜日に
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シルバー人材、シルバー人材センター総会と設立２０周年記念式典が開催されております。議長

にも出席をいただいておりますが、当日の総会の役員改選におきまして、新理事長に副理事長で

ございました柳別府区の金井明吉氏が選任されております。御承知のとおり従来理事長は副町長

が務めておりましたが、長期間不在で空席となっていたため、センターの役員会でいろいろと協

議をされまして今回の結論に至ったということでございました。事前に町長にも相談がございま

したが、町長からは、町としてはセンターの御判断を尊重するとの旨を回答されたと伺っており

ます。当日の内容は、新聞にも掲載されておりましたので既に御承知のことであったかと思いま

すが、所管課からの議会への御報告が出来ておりませんでした。おりませんでしたので、この場

をかりて御報告させていただきます。以上でございます。 

◎議長（森岡 勉君）  はい。ただいまの高齢福祉課長から報告があったとおりでございます。 

◎議長（森岡 勉君）  次に健康推進課分についての質疑を受けたいと思います。質疑ありません

か。５番、橋本議員。 

○議員（５番 橋本 誠君）  ５番橋本です。主要施策の成果説明の中でスマートウェルネス事業、

健幸教室の事業の中で、決算額が１,５５２万９,０００飛び飛び８８円とあります。その施策の

成果の中でですね、医療機関と連携することで疾病を持つ住民のが安心して運動できる環境の整

備が出来た。コロナ禍においても運動による健康づくりの取組が継続出来た。健康無関心層に対

してのアプローチが出来た。新たに健康づくりのコミュニティーの形成が出来た。参加者から運

動の重要性や成果を感じると意見も多数もらえた、もろもろとちょっとあります。その中でね、

課題の中に自分、自分でもろもろありますが自分で運動を行うことに加え、運動を通した見て楽

しむ仲間づくりの機会の増加があると書いてありますが、今後ですね課題としてどういう形の取

り方を、課としてやっていくのか、ちょっとそこをまずお聞きしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい、はい。主要施策の成果説明の中のスマートウェルネスシ

ティ事業についてでございますが、今後運動通してみて楽しい仲間づくり、仲間のつながりの機

会の増加ということの課題でございますが、スマートウェルネスシティ関係、いろんなデーター

とか収集した中でですね、やはり社会参加、運動を体を動かすことは当然ですし、あわせて社会

参加、人と人とのつながりが大事だということがデータ的に出ておりますので、この運動する機

会、皆様が集まる場所の設定といいますか、そういうのは今後増やしていかなければいけないか

なと考えているところでございます。その中の一つとしてですね、毎年度こう今３期生、今回４

期生の募集をしておりますが、１期生、２期生それぞれ１年経過しますとその運動教室自体はも

う、もう自主運営という形でされております。その中ではもう講師の方は月に１度ですか、御指

導されますがあとはもう御自分たちでされていただくということでございますがそれもやはり自

主的に自分たちで集って場を形成されていくと。あわせてですね、フォローアップ事業というの

をやっております。これは運動教室参加された方が、指導されておられました方が定期的に１週

間１回会場を借りてですね、そこで希望者だけ来ていただいてやはり参加料を取られますけど、

その中で指導者の指導を受けながらまた運動を継続していくというふうに、参加する場というの

は各いろんな形で進めていると、設定しているところでございます。で、前々からありましたと
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おり今健幸運動教室は上地区のほうで１か所でしておりますが、これをですね、やはり川北であ

ったりとか以前のでは小見田議員から御質問ありましたが、岡原地区とかいろんなところに教室

を広げたらどうだろうかというお話も出ておりました。で、やはり１か所ですと遠ございますの

で、なるだけですね、参加しやすい教室をですね身近なところに設置できるようにですねしてい

くことが必要かなと思っておりますが、この場合がですねやはり会場の設定であったり機器等の

購入であったりございますので財政面とか兼ね合いが出てまいりますので、その分についてはや

はり長期的な計画を財政、企画のほうとですね、協議しながら進めていければなと考えていると

こでございます。 

◎議長（森岡 勉君）  ５番、橋本議員。 

○議員（５番 橋本 誠君）  あのですねやっぱ１期生が、今回１期生と２期生が６５名で、説明

の中で３期生が９３名おったということで報告を受けてます。今後ですね４期生もちょっと私人

数ちょっと分かりませんが５０人近くだったですかね、あると思いますんで今後、そういうやっ

ぱし疾病とかそういう体のね、心の身がまず悪い、身の悪い人たちが心を身と心が続くような施

策になってほしいと思いますんで、例えばですね私は思うに健幸教室をして友達ができればノミ

ニケーションじゃなかですけど、その中でお茶飲みでもいいですからそういう形のつながりがで

きるようなですね、施策をしていただければと思います。先ほど言われたようにですね上地区だ

けじゃなしにですね、やっぱ深田やら須恵とかですね、岡原といった場所にもですね、そういう

のを予算の問題がありますけどそれを徐々にでもしていただいて、今後はそういうのを進めてい

ただければと思いますんでお願いしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい、ありがとうございます。議員がございましたノミニケー

ション等ございますけど健幸運動教室に参加された方がですねやはりそれぞれに何といいますか、

連帯といいますか、つながりが強くなられてですね、個別にやはりいろんなつながりを持った活

動とかされてらっしゃいますのでその中で、自然発生的にですね、そういうノミニケーションと

いうのは出来ていくのかなと思います。これについては我々が主導するというのはちょっと難し

いかなと思いますが、自然発生的なのかなと思っております。それから校区を広げていく件でご

ざいますがフォローアップ、先ほど申しましたフォローアップはですね深田のせきれい館でやっ

ております。そういうふうに場所をちょっと広げるといいますか、セッティングしておりますし、

今後はやはりいろんな校区でですね、教室が広げ、進めていけるように、関係機関と十分に協議

してまいりたいと思います、ありがとうございます。 

◎議長（森岡 勉君）  次。はい３番、難波議員。 

○議員（３番 難波 文美さん）  はい。健康推進課に３点お尋ねをいたします。まず１点目は７

１ページです。母子保健事業費の中で、備品購入費で眼科の屈折異常で１３０万円ということで

お尋ねお聞きしたと思うんですが、そこの確認ですね、何人ぐらいの方が対象者がいらしたのか。

それから２点目は、予防接種事業費の個別接種委託料が出ております。この時にワクチンを接種

した子供が２,５４０名ということで、聞いておりましたがその数の確認、それから接種後の副反

応や後遺症などの被害の報告などはなかったかということをお尋ねします。そして三つ目は、成
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果説明書の１５ページです。母子保健推進員さんの活動ということで成果説明にございました。

推進員さんが２０名、健診スタッフとしていらっしゃいます。この方たちの活動内容ですね、検

討や研修をしているということだったんですが、どのようなものなのか具体的にお願いします。 

◎議長（森岡 勉君）  はい、大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい。まず１点目でございますが備品購入費ですね、これはは

い、異常がないかというのを検査しているところでございます。で、これが昨年の１０月、令和

４年の１０月に導入いたしましたので、１０月以降３歳児健診が３回実施してございます。３回

の中では対象者が４９名ございました。が３歳児健診を受けられたということですね。その中で、

８名の方が要精密者ということで資料、検査結果が出ましたので、その方々には、病院のほうに

検査を受けられるようにというふうに御紹介してございます。その結果といたしましてですね、

異常なしと回答が分かった方がお２人と。ともう経過観察された方が２名と眼鏡をつくられた方

が１名というふうに報告が上がってきているところでございます。あと３名の方については、ま

だ報告が上がってないということでございます。また参考にでございますが令和５年度につきま

しても、現在まで３回実施しております。で、参加対象者は４１名でございましてその方々のや

はり検査結果、５名の方が精密者ということを御紹介状を出しているところでございます。それ

についても御報告があっているのが、異常なしという方が１名と経過観察者が３名というふうに

上がってきているところでございます。それから２点目の予防接種のお子様の子供の方の接種に

ついてでございますが、これについてはですね、大変申し訳ありません、私の説明が不十分でご

ざいました。子供のコロナワクチン接種以外の子供の予防接種者が２,２５４名ということでござ

います。それでですね、ちょっとお待ちいただきます。はい。コロナワクチン接種につきまして

はですね、はい大変申し訳ありません１２歳以上のデータしか持ってきておりませんので小児ワ

クチン関係は本日持ってきておりませんので、最終日にでもその接種状況の報告をさせていただ

きたいと思います。それから副反応等についてはですね、こちらのほうにですねお子様に関する

副反応等についての報告等は受けておりませんので、御報告させていただきたいと思います。続

きまして成果説明の中の母子保健推進員さんの活動でございますが、これは毎月定例会されてお

りまして、赤ちゃんのよだれかけを作られ、手作りでつくられたりとかですね、とかそういうの

を作ったものを母子保健推進員さんがその赤ちゃんのところに訪問されて、よだれかけをプレゼ

ントされて、またお母様からそういういろんな情報とかも話を聞かれたりとか、そういうふうな

対応とかもされているところでございます。また毎月定例会をやっておられますので、詳細につ

いては本日申し訳ございませんが、そのお子様とそのお母様のための、になるような活動勉強会

をされてらっしゃるというふうに認識してるところでございます。以上でございます。 

◎議長（森岡 勉君）  ３番、難波議員。 

○議員（３番 難波 文美さん）  はい、ありがとうございます。数についてはまたですね、最終

日にお願いしたいと思います。接種後の子供たちの反応も副反応もなしということで安心をいた

しました。この母子保健推進員さんっていう方が訪問をしてくださいますよね。その際に、私も

多分そうしてもらったと記憶があるんですけれども、いろんなお話をしてくださいまして今回屈

折異常の眼科の子供たちが割と出てきてるということで、昨年は余り気にしなかった部分だった
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んですけれども今回は、ちょっとそこが気になりましたのでお尋ねをいたしましたが、日本人の

子供の８割がですね、大体５歳までに視力は１.０ぐらいになるということなんですが、やっぱり

小学校に上がるまでが非常に子供たちの視力は大事な時期ということで、このような検査をして

いただくのは非常にありがたいことですし、その際にですね、できれば推進員さんたちがせっか

くお母さんたちのもとに行かれるわけですので、子供たちの視力が低下しないような、そういう

情報提供ですね、１番よくないのは皆さん御存じのようにスマホでありますとか、テレビの画面

とかですね、そういうブルーの光がよくないということをですねしっかりお話ししていただいた

り、そういうことも訪問活動の中に入れてくださればよいなということで、活動内容をお聞きし

たところであります。出来ましたら食事とかですねそういうところも含めて、若いお母さん方に

子供たちの健康のためになる訪問活動をお願いしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい、ありがとうございます。母子保健推進員さんの定例会が

ございますので、ただいま議員から御提案といいますかお話がございました件もですね、やはり

お子さんのためお母様のためになることであろうかと思いますので、定例会のほうでこういう活

動もということをお話しさせていただいて、よければですね、訪問時にそういう情報提供できる

資料とかですね、作成できればそういうのも作成の上ですね、食育、食事に関することも含めま

して、ちょっと盛りだくさんになるとあれだと思いますが、母子保健推進員さんの御意見を聞き

ながらですね、１番いい形でそういう情報提供を進めていけるように母子保健推進員さんと母子

担当と打合せをしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  会議の途中ですがここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後２時３０分 

再開 午後２時４１分 

 

◎議長（森岡 勉君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。担当課より追加説明の申出があ

っておりますのでそれを許可したいと思います。まず大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい。先ほど難波議員の御質問の中でコロナワクチン接種の小

児乳幼児の接種状況について資料を持ってきておりませんと申し上げましたが確認したところ持

ってきておりましたので、ただいま報告させていただきたいと思います。小児５歳から１１歳で

ございますが、対象者が８６４名おられます。１回接種された方が４３４名、２回接種された方

が４２５名、３回目を接種された方が３３２名、４回目を接種された方が１０７名でございます。

それから生後６か月から４歳の乳幼児の方、対象の方が３８４名おられます。で、初回１回接種

された方が４０名、２回接種された方が３９名、３回目を接種された方が３４名でございます。

以上でございます。 

◎議長（森岡 勉君）  次に、高田税務課長。 

●税務課長（高田 真之君）  先ほど豊永議員のほうからたばこ税の予算額についてという御質問

がございましたけども、私のほうが５か年の平均と申し上げましたけども、前年度の調定見込額
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の９０％ということで上げておりましたので、お詫びして訂正いたします。 

◎議長（森岡 勉君）  それでは最後は、教育課分です。失礼しました。まだ健康推進課が残って

おりました。健康推進課分についての質疑ございませんか。１番、小谷議員。 

◎副議長（溝口 峰男君）  はい、先ほどのスマートウェルネス事業に関してありましたが、若干

重複しますが今後のですね、この事業の進め方は先ほどちょっと幾らか触れておられますが、私

の認識からもう今の事業のやり方からちょっと変わっていくというふうなところでですね、一言

で言うともう町単独でやっていくのかなというイメージですが、ただ今いろいろの支援を受けて

やっておられますですね、いろんなデータ分析とかも含めて。そういったところが課題あるいは

そういったものを見える化してきた、していくというようなお話でありますので、それをどんな

形でああいうの教室をやりながら、教室に参加されない方に関してもですね、何かそうやってい

かれるのかなというなイメージを持っておるんですが、その付近何か、私の認識もし違ってれば

申し訳ないんですが、その付近何か具体的な今から先の動きというのがもしありましたらお願い

をしたいと思います。もう１点はですね、５６ページの後期高齢者医療の負担金等々が載ってお

りますが、これらの医療費、後期高齢者医療の何ていうんですかね、保険給付費とかそういった

ものの、あるいはここで言うところの保険給付の伸びとかですよ、そういったデータ的なものが

もし恐らく整理されているのが、もしかしてあるとしたらですよ。この場でなくて結構なんです

が、そういう公表できるデータ的なものがありましたらですね、ちょっとお示しをいただければ

と思います。 

◎議長（森岡 勉君）  大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい。スマートウェルネスシティ、健幸運動教室今後の進め方

についてでございますが、先ほど議員からございましたとおりいろんな課題が見えましたので、

それについて今後進めていこうということでございます。その中でスポーツ庁の補助金をいただ

きまして令和４年度までは行ってまいりました。令和５年度からはですね、もうそのスポーツ庁

の補助金はもうない状態でございます。財源的にはどうしたか、どのように進めているかといい

ますと国民健康保険のヘルスアップ事業というのがございます。これがですね、国保に加入者の

方が健幸運動教室に加入された場合にはその分の相当額は、補助、補助金で来るというのを見つ

けましたので、その分がちょっと割合をちょっと覚えておりませんが今度から運動教室にかたら

れる方の中の国保の方の割合分だけは補助金をもらってしていこうというふうに進めております。

これについては、今後もヘルスアップ事業で補助金もらい、いただいていけるかなと思ってると

ころです。ただやはりこの運動習慣化事業でございますので、やはり補助金がなくても皆さんが

自主的に運動して健康づくりに進めてもらうというのがやはり最終目標と考えています。そのた

めにはやはり皆さんの参加費で、参加費で指導者、講師の方をお呼びしてといいますか、運営し

ていけるように進めていくべきだと考えております。その前段でモデル的にフォローアップ事業

というのを今やってるところでございます。これはまだ完全なその赤字黒字と黒字化はありませ

んけどそういうふうなためのモデル的な方法をやっているところでございます。それから健幸運

動教室に参加の方については当然そのエアロバイクとか、いろんなものを使って、していただい

ておりますが、今考えておりますのが、運動教室に参加しなくてもその運動教室にあるエアロバ
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イクは利用できる体制をつくろうというふうに整備を、整備していくように考えております。そ

の場合、運動教室参加者の方は活動量計というのを買って、もう買っていただきますとか、歩数

計であるとか、いろんなデータが常時持っていることでその方々のデータが出るんですけど、そ

ういうのをまず個人、個別に買っていただいて、それをもとにエアロバイクにそういうデータが

分かりますので、その人に合った、運動が、その活動、エアロバイクのが使ったりとか負荷はど

れぐらいとか、何かそういうふうに進めていけないか。運動教室に参加しなくてもそういう運動

教室の資材を使って個別にも出来できるような体制が出来ないかなというふうに今考えていると

ころでございます。そういうのを段階的にいて目指すところは、個人個人の皆さんが習慣化なっ

て自主的な活動といいますか、役場の手を離れてでも、そういう活動されていき体制をつくって

いきたいと考えているところでございます。それから２点目の後期高齢者医療の医療費の伸びに

ついてでございますが、後ほど後期高齢の特別会計の報告をいたしますがそれは前年度と伸びの

報告をさせていただきたいと思っております。で、それ以外に過去のデータ等については、本日

持ち合わせておりませんので一覧表がですね、分かりやすく出来ましたら、それもちょっと最終

日に間に合わなければですね、また別の機会、全協、常任委員会等でお示ししたいと考えており

ます。よろしくお願いします。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに健康推進課分についてのございませんか。 

◎議長（森岡 勉君）  それでは最後に、教育課分でございます。御質疑ありませんか。２番、岩

本議員。 

○議員（２番 岩本 恭典君）  すいません、ページで言うと１１７ページですね。上の段の委託

料ですかね、その中の備考欄の文化財運搬業務委託料。これは先ほど説明の中で、上村焼の運搬

と言われましたが、どのくらいの量の運搬をどこに保存してあるのか、お聞きいたします。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい、寄贈いただきました上村焼につきましては、約１５０個ほ

どいただいております。現在は、生涯学習センター内に保管保存をしているところです。 

◎議長（森岡 勉君）  ２番、岩本議員。 

○議員（２番 岩本 恭典君）  あさぎり町にはいろんな文化財、遺物、歴史的な遺物等もいっぱ

いあると思うんですけど、生涯学習センターの中に保存してあるということですけど、寄贈され

た方の思いっていうのは、広くやっぱりこの町民にですね、そういったものを知ってもらいたい

ということ等の思いがあって寄贈されたと思うんですね。そこで町長にお尋ねしますけど、大変

な量、文化財等もあるもんですから、そういった今後そういったものに関して歴史資料館とかそ

ういうのを造るつもりがあるのかそれとも既存の建物を利用して、そういうのも展示していくと

いう考えがあるのか。そういったところの考えをお聞きしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  町長。 

●町長（北口 俊朗君）  はい。ただいまの質問ですけれども非常にあさぎり町には文化財ってい

うものがたくさんあると。特にやっぱり１番の目玉といいますのはやはりりゅう金獣帯鏡という

国宝級の文化財があると。そういったものを展示しておくには非常に設備的にも厳しい状況であ

りまして、新設するとなりますとやはりまた皆さんと協議しながら進めていかなければならない
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と思いますけれども、現時点ではですね、歴史資料館の建設については白紙であります。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに質疑ございませんか。１２番、小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  はい、１点お伺いいたします須恵文化ホールについてお伺い

いたします。ページは１１７ページでございます。これにですね一応管理業務委託とか工事請負

費等が計上されておりますけど、４年度において文化事業数があったらその数と今度ワクチン接

種等でかなりお世話になっておりますけど、それらを含めた利用者数の合計数が分かれば教えて

ください。それから現在のホールが利用可能なのか、今後それであるならば、自主的、そもそも

の自主的な文化事業のために設置された施設でございますので、それらの文化活動に対してどう

いう計画をお持ちなのか。もう１点は、ただいま人吉カルチャーパレスの大ホールが使用中止で

ございまして、全体的に見てもあそこはかなり老朽化した文化施設でございますので、あさぎり

町の文化ホールにですね、そういう文化事業を球磨郡の中で誘致できる可能性があるのかどうか、

あるならばその動きはどうなのか、その辺３点伺いたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい。まず４年度におきます文化ホールの事業数ですけれども、

文化ホールにつきましては大ホールのほうが天井等の改修を行っておりましたので、４年度につ

きましては文化ホールでの自主事業等は行っていないところです。利用者数につきましては、４

年度につきましては、５,０４９人。年間利用数が５,０４９人でして、そのうちコロナワクチン

接種に伴う分が３,５０２人となっております。現在は、文化ホールのほうはまたワクチン接種の

ほうで利用が出来ない状態になっておりますので、今後の教育課としての活用等につきましては

来年度に向けまして、自主事業等を翌年度予算で計上させていただきたいと思っております。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい、来年度の計画の中で文化事業等ですね、様々な方面からの

を検討しまして予算のほうに計上したいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  １２番、小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  ではですね、人吉カルチャーパレス数が大ホールが多分天井

関係のあれで使えなくなっててですね、まだ小ホールは使ってますけどもう全体的な施設を見た

時に建て替えされるかどうかうちの町ではないので言えないんですけど、せっかくならばこの須

恵文化ホールをですね、球磨郡の文化の伝道人なる可能性だってあると思うんですけどそういう

ことでですね、やっぱり文化事業の誘致とかをですね、人吉にあるんでも、こっちに少しでも引

っ張ってくるような文化ホールを有効活用できるような誘致活動とかを考えられることは教育課

ではなかったのかということを一つ伺いたいと思って今質問をして、３点目をしたところでござ

います。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい。来年度考える中で、人吉カルチャーで今まで行われてきた

文化的な事業の誘致というところをあさぎり町にっていうふうに具体的には現在検討はしてない

ところではありましたけれども、来年、来年度考えるときに一つのそういったこともできるので

はないかという検討材料にはなると考えます。 
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◎議長（森岡 勉君）  １２番、小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  一つこれはもう名称は明かしませんけど人吉で行われている

文化事業をですね、人吉が使えないということで須恵文化ホールにっていうことを担当される方

に話したことあったんですけど、そのときに距離の問題とかおっしゃるらしいかっですよね。ほ

んで、やはりその辺をクリアできれば距離の問題ですか、人吉来てたのわざわざあさぎりまでと

いう方とからここは須恵文化ホールの場所が分かりにくいということもあるのかもしれませんけ

ど、そういうことでなかなか実現しなかったみたいで、少し工夫をすればやはりそういうことも

誘致できるんではなかろうかというのを少し思いましたもんでこういうことを述べたところでご

ざいます。検討をよろしくお願いします。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい、課内でいろいろ知恵を出し合ってそういったところも検討

しながら工夫をして、すばらしい事業を誘致したいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに質疑ございませんか。１３番、溝口議員。 

○議員（１３番 溝口 峰男君）  はい、１２２ページの森園を関係の予算が出ておりますが、昨

年の４月の２８日に森園それから町花であるりゅうきんかの公園ですね、それから中学校の運動

場、これが入札三つ行われております。で、４月２８日ですよね入札が。それでまずそこでお伺

いしたいのが、管理は、何月から何に、何月から何月までですね。何か月の予算でこれは計上し

てあるのか。まずそこからお伺いしたいんですが。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい。森園カントリーパークにつきましてですが、５月から３月

までの計画で委託をしております。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  すいません、りゅうきんかにつきましても５月から３月までの業

務委託のほうをお願いしております。 

◎議長（森岡 勉君）  はい、暫時休憩します。 

 

休憩 午後２時５９分 

再開 午後３時０３分 

 

◎議長（森岡 勉君）  はい、会議を再開いたします。山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい。あさぎり中学校の芝管理の委託料ですけれども、こちらも

５月から３月までを委託いたしております。 

◎議長（森岡 勉君）  １３番、溝口議員。 

○議員（１３番 溝口 峰男君）  分かりました。そこでお伺いしますが、例えばりゅうきんかに

公園については４月２８の入札で１３３万８,０００円、金額がですね。そして今年も入札行われ

ておりまして１３７万。これは毎月、作業日報というのは月報というのは教育委員会に上がって

多分上がってくるんだろうと思っておりますがそれは確認をされているのかどうかですね。これ
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はりゅきんかの管理だけでなくして、森園にしても中学校にしても同じで１年間通しての管理で

すから、やはりその報告はあるんだろうというふうに思っておりますが、チェックがなされてい

るのかどうか。それとあわせて私はまず森、２点だけですね、りゅうきんかについては、入札前

の４月７日に私は去年も行っております。すばらしい花がいっぱい咲いておりました。ところが

今年は常任委員会で行きましたらもう全くですね、跡形もなく、その作業工程等を見てみないと

分からないわけで、私どもは。その辺のチェックがなされての結果をどのように判断されている

のか。私はもしかしたら鹿が食てしもたじゃなかろうかなとも考えております。あの辺も鹿が出

てきますよということはもう早くから聞いておりましたんで、その形跡がなかったのかどうかで

すね。その作業工程の中でどのように記載がなされているのか、確認をしたいと思うんですが。

ともう１点は、大事なところで森園ですけれども、作業が１か月あくんですよね。要は３月まで

作業が行われて、入札後ですか５月からって今言われました。ところがですね、今年あの６月の

２４日にアンダー１０のサッカー大会があって芝が荒れてました、はげてました。何でですかね

っていう話をその中でしましたら、監督さんたちがもっと早く１か月早くから管理していただけ

ればもう本当にこういう剥げたような芝がなくなるんですけれどもねえっていうことを言われま

した。やっぱりせっかくですよ、九州管内から多くのお客そういう選手を迎えての大会をやるん

で、やっぱりしっかりとしたグランド整備というのはあってほしいわけですね。やっぱりそのた

めのこの１か月間の開きといいますかね、管理が出来てない部分は大きくこのようにして影響し

てきてます。５月のどの段階で作業が入ったのかちょっとその辺もまだ先を日程見なきゃ分かり

ませんけれども、ところが今回の８月の段階ではですね、もう８月の１１日のサマーカップがあ

っておりますが、非常にきれいな芝生、剥げてたところがきれいに出てきました。私はやっぱり

その管理の仕方じゃなくして入札の在り方を少し考えられたほうがいいんじゃないかなって思う

んですね。だから３月で終わるんであれならば、４月からもうすぐにその管理が行き届くように。

３月の第１回で入札ができるような債務負担行為をおこせばできるわけですね。そうすると継続

的にずーっとこの毎月毎月管理が出来ていくんですけれども、そこに開きが出てくるもんですか

ら、そういう剥げたし、芝生が剥げた状態になってくる。１か月のブランクというのは大きいん

じゃないのかなと思いますが、私はそういったことから考えると入札の在り方をもう少し考えら

れてもいいんではないかなと思いますが、その点お伺いしたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい。まず作業の日報といいますか状況についての報告というこ

とですけれども、当然各業者のほうにおかれては、そういった日報を作成されていると思ってお

ります。こちらのほうからも業務ごとの状況記録、写真の作成、整理を行うことと、いうことを

当初仕様書のほうにお願いをしておりますので、そちらのほうをきちっと作業日報でまとめられ

ていると思います。りゅうきんかのほうですけれども、ちょっと原因のほうが、令和、もう年々

りゅうきんかは減ってきてたわけですけれども、令和２年度におきまして特に減少数が増してい

たと。もう県のほうにちょっとお願いをしまして、いろいろアドバイスを受けてきたところであ

りますけれども、外来種の駆除とか水の確保、そういったことを令和２年度に行いまして、令和

３年度は取水口を設置しまして、また４年度も継続的にそちらを行ってきたわけです。現在は、
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専門家の方に調査をお願いいたしまして、まず原因を追及してその後どう保全していくかという

ところを５年度に入り進めております。いろんな、どうしてこんなに激減したのかということに

ついては、気温の上昇によって温水化したとか、当然湧水が少なくなった、閑地化した、盗掘等

あると言われております。議員おっしゃった動物の被害というのもあるかもしれませんが、そち

らを現在調査いたしまして、今後どう保全していくかを５年度で進めておりますので、このまま、

りゅうきんかのほうは、しっかり管理をさせていただきたいと思います。森園の委託のほうなん

ですけれども、実は教育課のほうでも毎年４月がひと月開いてしまうことがとてもおっしゃると

おり芝の１か月でとても傷んでしまうということを聞いておりましたので、何とか４月の入札を

早く出来ないかとか、方法いろいろ関係課にも相談しておりましたけれども、なかなかそこが事

務上出来なかったということで、この１か月が開くという状態が続いているところです。今後つ

きましては、議員おっしゃった３月に債務負担行為を起こすこと等ですね、再度確認をしまして、

担当課に確認をして何とかこの継続的な手入れ、芝管理ができるように進めていきたいと考えま

す。 

◎議長（森岡 勉君）  １３番、溝口議員。 

○議員（１３番 溝口 峰男君）  はい。そういうふうに教育委員会もですね芝管理については、

懸念されたと。いたということであるならば、少し知恵を絞れば方法は出て、出てくるわけで。

財政課と協議をして債務負担を起こしてすぐにもう３月のときに入札をやればもう４月からでき

るわけですから、しっかりと対応していただいたほうが、私は、選手の皆さんに対してもＰＲが

しっかりと出来て、本当に胸張って歓迎ができるんじゃないのかなと思います。芝生が剥げたと

ころでですね、やっぱりそういう大会はさせてはいかんのじゃないのかなと思っておりますので、

よろしく対応をお願いしますが、先ほどの課長の答弁の中でいると思うという、答弁がありまし

た。作業日報は、業者さんが作っておられると思うと。本来ならば私は教育委員会はですよ、毎

月毎月のこれだけの金額を業者さんに委託してお願いするわけで、どのような作業が行われてい

るのかというのは私はしっかりとチェックするべきだと私は思います。提出は義務づけるべきじ

ゃないでしょうかね、作業日報を作っとってくださいじゃなくして、やっぱり毎月提出をしてく

ださいと。そして確認をして間違いなく作業されてるんだなと。これだけの例えば肥料を使って

おられるんだ。でないと確認のしようがないんじゃないですかこれの金額をしっかり、させとい

て、チェックをしないということはちょっとおかしいと思いますので、もう少しその辺は徹底し

ていただきたい。思いますが、いかがですか。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい、作業日報のほうにつきましては月ごとなのか、どういった

形でか、提出が担当のほうにはあってるかもしれないというところで思っておりますと回答しま

したけれども、再度確認をしましてしっかり管理状況をですね、確認してまいりたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに。教育長。 

●教育長（米良 隆夫君）  先ほど森園の芝生の管理の件が出ましたけれども、確かに８月の１１

日に九州管内の選手を集めてのサマーカップの時も私も大変心配いたしました。もう事前もう６

月段階で、ちょっとやっぱり芝生が傷んでるところがございましたので、その期間をある程度使
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用を制限いたしました。そういうような形で今後もですね、いろんな大会が今後開催されるかと

思いますので芝生の管理も含めていろいろあそこの使用の方法も考えていきたいというふうに思

っております。あれ、本当に質問をいただきましてありがとうございました。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかにございませんか。はい１番、小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。それ２４ページでございますが、雑入の中で下から３段目

ですかね。売電収入、これ教育委員会のほうでよかったかと思う。恐らく学校のソーラー関係だ

と思いますが。これもし既存の資料があったらで結構でございますので、発電能力、発電所の規

格ですね。規格に対してどれくらいの発電がなされているのか。もし恐らく学校で使用した残り

が売電という結果になってるのかなというふうに思いますが、そこあたりのデータがありました

らですね、これ今日でなくて結構でございますが、お願いできればと思います。要するにそうい

った公共施設の中で、ソーラーをした場合ですね、どういう効果と申しますか。そういったもの

をちょっと参考にできるようなデータが出てきたらありがたいなと思っております。それからも

う１点でございますが、今年度から以前、前の議会で、条例が可決されました、条例だったです

ね、中学校の部活の社会体育移行。それが検討委員会ですか、が今からスタートするわけでござ

いますが、もう既にですね小学校の場合が、クラブ活動の移行、中学校の場合と若干内容的な異

なるかと思いますが、そういったことで今後の中学校の移行に関し、関連して、小学校のそうい

った移行に関してですね、要するに保護者とか、そういった運営とかに何らかの財政的な支援等

が、今現在４年度決算の中でですね、なされておるものかどうか、これちょっと私、決算書を見

た限りでなかなかよく理解出来ませんでしたのでもしかしてそれがあるのかもしれませんが、そ

ういったのをちょっと私は見つけることが出来ませんでした。それはもしすいません、あれば、

あればあれですけど。ないとしたらそれは教育委員会というか町としてその必要性をどのような

認識でおられるかあったにしましてもですねその付近の御認識をですね、というのがさっき言い

ましたそれは今後の中学校の今後の問題でありますがそれに関連する。これあの保護者にとって

非常に関心があるものだと思うんですよ。さっき言いました小学校と中学校は違うといえどもで

すね。そういうことでちょっとその付近の現状をお願いをしたいと思います。もう１点でござい

ます。１１４ページあたりで社会教育団体への補助金等ございます。令和４年度の決算のにおき

まして、このあたり何か特段、課題等々がなかったかどうか。その点についてお願いをしたいと

思います。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  売電、太陽光の売電につきましては、最終日に資料を提示させて

いただきたいと思います。部活動、中学校部活動移行に伴いますそれに関連しまして、小学校の

移行において財政的な支援が決算で見えないっていうところでありますけれども、費用的には、

決算の中では出てきておりません。ただいま支援という部分につきましては、利用団体、体育施

設の利用に係る経費を減免申請していただいて、無料で貸出しをしているというところが、現在

の財政支援と、の一つであるかなと考えます。あと最後の補助、社会教育団体の補助についてで

すけれども、決算について、そうですね１団体について補助金の決算書の中で、本来、委託料で

上げるべきものが、報酬でしたかね、ちょっと費目が正当に上げてなかったというところはあり
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ましたけれども、そちらについても指導いたしまして改善をされているところです。 

◎議長（森岡 勉君）  １番、小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。１点目は売電の件はですね、よろしくお願いしたいと思い

ます。小学校の社会体育と申しますか、これそれぞれの受入れ団体というか、の中での処理にな

ってくるかもしれませんけど、例えば保険であるとか、そういった部分についてはですね、小学

校のこれ細かく言えばいろいろあるんですけど１例で言いますと、保険であれば小学校のクラブ

の場合はですよ、この中に出てくる学校保健何とか、要するに学校の管理下の対応できるんです

ね、学校の管理が外れますとそこに無保険でいくのか保険であるとか、だから今のあくまでも１

例ですけど、そういったところで、もうこれ以前から言われてる話ですよね、保護者の負担、時

間的負担、経費的な負担は必ず上がってくると。そこ辺りを今から中学校されるにしましても小

学校の場合もそれはありうると、ありうるというかあるはずなんですよ絶対。そこあたり使用料

の減免だけ、だけすいませんだけというのちょっと表現あれですけど、それでいいのかなという

疑問をちょっと私は常々持ってるんですが。と申しますのは、小学校のそういう形で、これまで

クラブ活動でいろんなそういうのに支えてきた中でそれに対応出来ない、これも言われてきた話

ですけど、そういったことをしていない子供さんたちの数が、もう結果的に当然増えてきてるん

ですよね。そこに私はですね、個人的な見解ですが、それでいいのかなという疑問があります。

中学校になった段階で、そういったことを経験しない子供さんが増えてきている。クラブ活動が

絶対なくてはいけないということを申し上げるつもりございませんが、そういった選択肢が狭ま

ってきた中でですよ、何かちょっとそこは中学校の社会体育移行だけじゃなくて小学校の時点か

らですね、何か今考えていかなくちゃいけないんじゃないかなという気がしておりますのでちょ

っとこういう話をさしてもらっております。それは今後の話としてですけど、先ほどのお答えは、

現時点ではそういうことがなされてないというふうに受け取りましたので、今後のことでちょっ

とお考えがありましたらお願いしたいと思います。最後の３点目の件については、もうこれ確認

です。ほんなら今回の決算の審査の中では、監査委員さんのほうから特段の先ほど課長がおっし

ゃった部分については、特段の指摘とかそういったものはございませんでしたでしょうか。今回

の決算審査です、あくまでも。 

◎議長（森岡 勉君）  山口教育課長。 

●教育課長（山口 宏子さん）  はい。小学校の部活動移行に伴うなしでの財政支援についてです

けれども、今後、中学校の部活動移行を今検討委員会のほうで進めておりますけれども、当然そ

の中で保険とか費用ですね、いろんな保護者が負担する費用等についても検討していくことにな

りますので、小学校の部分につきましてもあわせて協議していく必要があるだろうと課内でも話

しておりましたので、部活動、中学部活動移行検討にあわせまして、小学校も含めまして進めて

まいりたいと思います。最後の決算審査、この決算認定に関してですが、その補助金部分につい

ては特にそういったお話はなかったと思います。いいですか。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかに、ほかにありませんか。それでは各課について御質疑いただきまし

たけれども、全課にわたっての質疑があればここで受けたいと思いますが、質疑ありませんか。

ありませんね。 
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◎議長（森岡 勉君）  次に日程第２、認定第２号令和４年度あさぎり町国民健康保険特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とし、説明を求めます。桑原課長補佐。 

●健康推進課長補佐（桑原 雄一郎君）  はい、国民健康保険の概要につきまして御説明いたしま

す。令和５年３月末の国保加入率は、２４.２５％です。令和４年度の平均被保険者数は３,６３

８人で、前年度から１７３人減少しております。次に、保険給付費についてです。総額は１４億

８,１４６万円で、前年度比１０２％、２,９１３万円余りの増額となっております。１人当たり

の保険給付費は４０万７,０００円余りで前年度より２万６,０００円程度増加しております。ま

た、国保データベースで月８０万円以上の医療費、入院、外来を含めましての件数、件数ですが、

２６０件ございました。主な疾患は、悪性新生物や糖尿病、脳内出血、心疾患などが見られまし

た。それでは３ページをお願いします。歳入です。上段の款１の国民健康保険税３億９,５４７万

円余りは、歳入の約１８.７％を占めています。それから中段の款６県支出金１５億１０５万円余

りは、歳入の約７１％となり、この二つを合わせて８９.７％を占めております。４ページをお願

いします。歳入合計は２１億１,３０８万１,１１０円で、前年度より３,５００万円余り減となっ

ております。次に歳出です。５ページをお願いします。歳出合計は２０億９,０４６万６,０３５

円で、前年度比べ約５００万円の増となっております。歳出に占める割合で最も大きいものは、

２段目の款２保険給付費１４億８,１４６万４,８８６円で、全体の７０.９％。次に款３国民健康

保険事業給付金５億６,９２０万４,１４２円が２７.２％を占め、二つを合わせまして９８.１％

を占めております。それでは、詳細につきまして説明させていただきます。 

◎議長（森岡 勉君）  林田課長補佐。 

●税務課長補佐（林田 考功君）  それでは、税務課所管分を説明いたします。まず歳入からです。

７ページをお願いいたします。国民健康保険税は、目１一般被保険者分と目２退職被保険者分に

分かれておりますが、目２は、廃止されました退職者医療制度の分です。経過措置として令和元

年度までは対象者がいましたが、令和２年度からは、新規の課税がありませんので滞納繰越分の

みとなります。国民健康保険税全体で調定額４億２,７５１万３,０９４円、収入済額３億９,５４

７万２,３７６円、不納欠損額５０２万４,３９９円、収入未済額２,７０１万６,３１９円です。

徴収率は９２.５％で、前年度より１.２ポイント上昇しており、この徴収率は県内で第８位とな

ります。なお徴収率の現年度分、滞納繰越分の別では、現年度分は９８.１％で前年度より０.２

ポイントの減少となり、滞納繰越分が２２.８％で３.４ポイントの上昇となります。次に８ペー

ジを御覧ください。上段の目１督促手数料です。収入済額１６万１,２００円、不納欠損額２万６,

２００円です。次に９ページを御覧ください。中ほど下の目１延滞金です。収入済額３８万５,７

００円となっております。続きまして、歳出の説明となります。１１ページを御覧ください。下

から２段目、目１賦課徴収費、節１０需用費、備考欄の印刷製本費になります。これは納付書及

び督促状などの印刷費です。次に１５ページを御覧ください。中ほどにあります、目１一般被保

険者保険税還付金、節２２償還金利子及び割引料ですが、歳出済額は６４万５,８００円です。こ

れは、年度を遡って被保険者の資格喪失や所得の修正申告をされるなど、過年度の税額が減額と

なった場合に歳出還付したものです。以上で税務課所管分の説明を終わります。 

◎議長（森岡 勉君）  桑原課長補佐。 
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●健康推進課長補佐（桑原 雄一郎君）  はい。続きまして、健康推進課所管分の説明をさせてい

ただきます。８ページをお願いします。中段の款６県支出金、項１県負担金補助金、節１保険給

付費等交付金普通交付金は、被保険者の保険給付費に対して交付されるものです。また節２保険

給付費等交付金特別交付金については、備考欄を御覧ください。保険者努力支援分として、医療

費適正化に努力した市町村へ交付される交付金のほかに国からの特別調整交付金、県繰入金、国

及び県からの特定健康診査等負担金があります。下段の款７財産収入は、基金利子となっており

ます。最下段から９ページの上段となりますが、款８繰入金、目１一般会計繰入金、節１保険料

軽減分保険基盤安定繰入金ですが、これは、保険料軽減の対象となる保険料について、軽減相当

分を繰り入れるものです。節２の保険者支援分保険基盤安定繰入金は、低所得者数に応じ平均保

険料の一定割合を繰り入れるものです。また、節４財政安定化支援事業繰入金は、低所得世帯や

高齢者割合、病床数などを勘案して算定された額の繰入金となっております。さらに節５未就学

児均等割保険料繰入金は、未就学児がいる世帯の保険税負担の軽減を図るための繰入金です。節

１から節６までを合わせました１億１,３６３万円余りを一般会計から法定内で繰入れております。

次の項２基金繰入金は２,５００万円を財政調整基金から繰入れをしております。中段の款９繰越

金は前年度の繰越金となります。最下段の款１０諸収入、項２受託事業収入です。これは７５歳

以上の後期高齢者に係る健診費用等を熊本県後期高齢者医療広域連合から交付されたものです。

１０ページをお願いします。上段の項３雑入、目１、節１一般被保険者第三者納付金は、交通事

故など第三者行為の医療費を一旦国保で立替え、受け入れるものです。昨年度は４件分を受入れ

ております。目３、節１一般被保険者返納金は、主に保険者間調整の医療費等調整金となってお

ります。目６、節１一般被保険者療養給付費精算金は、県から過年度分の療養給付費等負担金の

追加交付があったものです。歳入合計２１億１,３０８万１,１１０円となっております。次に歳

出の説明を行います。１１ページをお願いします。款１総務費、項１総務管理費は、経常的な経

費でレセプト点検員２名に係る費用、国保連合会への共同電算委託手数料、未就学児均等割に係

る分のシステム改修委託料等が主なものとなっております。最下段の項３運営協議会費は、国保

運営協議会にかかる経費です。昨年度は２回開催しております。１２ページをお願いします。款

２保険給付費、項１療養諸費は、一般診療補装具、医師の指示による鍼灸、按摩等の療養費とな

っております。項２高額療養費２億１,０３１万７,６６９円は、前年度から１,３００万円ほど増

加しております。１３ページをお願いします。上段、項４出産育児諸費です。国保の方が出産さ

れた場合に１人当たり４２万円を給付するもので、昨年度は１２件ございました。項５葬祭諸費

ですが、被保険者が死亡した場合に、２万円を交付しております。２６件の実績でした。その下、

項６傷病手当、手当金ですが、新型コロナに感染し、または感染が疑われる方で、仕事を休んだ

従業員に対し支給するもので、昨年度は７名に支給をしております。中段の款３国民健康保険事

業納付金です。これは県に納付するもので、項１医療給付費分は、医療、医療分の負担金となり

ます。項２後期高齢者支援金等分及び項３介護納付金分は、それぞれ後期高齢者医療制度や介護

保険制度を支えるための保険者負担金負担分となります。１４ページをお願いします。中段の款

５保健事業費、項１保健事業費、節１２委託料は、国保連合会に対する疾病分類医療費通知やジ

ェネリック医療品とのジェネリック医薬品との差額通知、保健事業の共同電算処理等の委託分と
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なります。下段、項２特定健康診査等事業費の節１から節８までは、看護師１名分にかかる費用

で、特定健診未受診者や医師から紹介状が届いた方への受診勧奨を行っております。昨年度は１

２４名の方に対し、家庭訪問や電話等を行っているところです。節１２委託料は、４０歳以上７

５歳未満の国保被保険者に対して行った特定健診と特定保健指導に係る委託料となります。１５

ページをお願いします。款６基金積立金は、基金利子１６０万８,１１０円を積立てております。

１６ページをお願いします。令和４年度実質収支に関する調書となります。収入総額２１億１,３

０８万１,０００円。歳出総額２０億９,０４６万６,０００円。歳入歳出差引き額２,２６１万５,

０００円。翌年度へ繰り越すべき財源なし。実質収支額２,２６１万５,０００円、うち基金繰入

額はございません。１７ページをお願いします。財産に関する調書です。国民健康保険財政調整

基金、前年度末現在高４億３,２４９万９,３９０円。決算年度中増減高マイナス２,３３９万１,

８９０円。決算年度末現在高４億９１０万７,５００円となっております。以上で説明を終わりま

す。 

◎議長（森岡 勉君）  説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。 

◎議長（森岡 勉君）  はい。それでは、会議の途中ですがここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後３時４４分 

再開 午後３時５５分 

 

◎議長（森岡 勉君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（森岡 勉君）  次に日程第３、認定第３号令和４年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題とし、説明を求めます。桑原課長補佐。 

●健康推進課長補佐（桑原 雄一郎君）  はい。それではまず令和４年度後期高齢者医療の概要を

説明します。被保険者数の平均は２,９９０人で、前年度より３３人増加しております。また１人

当たりの医療費は、８９万１,１４９円で、前年度８６万４,４７９円でありますので、約２万６,

０００円ほど増加をしております。なお県内の順位では、４５自治体中４０番目となっておりま

す。それでは、歳入から御説明させていただきます。上段、失礼しました。５ページをお願いし

ます。それでは、歳入から御説明させていただきます。上段、款１後期高齢者医療保険料です。

節１現年度分特別徴収保険料は、年金からの天引き分です。節２現年度分普通徴収保険料は、納

付書または口座振替によって徴収をしております。節３滞納繰越分普通徴収保険料です。節１か

ら節３までの保険料を合わせました調定額が、１億５,８３３万７,６００円、収入済額が、１億

５,７８０万４,１００円、収入未済額が５３万３,５００円となっております。徴収率は９９.

６％となっております。中段、款３繰入金です。一般会計から繰入れをしており、主なものは節

２保険基盤安定繰入金７,６２５万２,９５０円となっております。下段の款４諸収入、項２受託

事業収入は、歯科口腔健康診査費を広域連合から受託したものとなっております。その下、項３

雑入につきましては、令和４年１０月１日からの窓口負担割合の見直しにより、保険証を再度発

行した分の補助となっております。６ページをお願いいたします。款５繰越金です。前年度から

の繰越金となっております。以上で歳入の説明を終わります。続きまして、歳出を説明いたしま
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す。７ページをお願いします。上段の款１総務費です。保険料や保険証の通知など事務全般に係

る経費となります。先ほども申しました令和４年１０月１日から窓口負担割合に２割負担が追加

されたことから、郵送料等が増加をしております。２段目の款２後期高齢者医療広域連合納付金

ですが、被保険者保険料負担金とあわせまして、一般会計から繰入れました基盤安定の負担金を

広域連合へ納めておるところです。款３保健事業費は、歯科口腔検診の委託料で、高齢者の低栄

養や誤嚥性肺炎を予防する目的で行っております。令和４年度は、８０名が受診をされておりま

す。款４諸支出金は、被保険者が死亡した場合や所得更正があった場合に還付するものです。最

下段の款５予備費です。８ページをお願いします。備考欄を御覧ください。歯科口腔検診受診者

の増により款３保健事業費、節１２委託料へ１１万１,０００円を充用しているところです。以上

で歳出の説明を終わります。９ページをお願いします。令和４年度実質収支に関する調書です。

歳入総額２億４,０６４万４,０００円、歳出総額２億１,０３７万３,０００円、歳出歳入差引き

額３,０２７万、翌年度へ繰り越すべき財源なし。実質収支額３,０２７万円、うち基金繰入額は

ございません。以上で説明を終わります。 

◎議長（森岡 勉君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。

１１番、皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子さん）  はい、１１番皆越です。７ページの中にですね、歯科口腔

検診受託料が８０名とおっしゃいましたけども、全体の何割ぐらいでしょうか。 

◎議長（森岡 勉君）  大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい。歯科口腔の検査関係でございますが、被保険者が平均で

２,９９０名でございますので、割合としましては２.６％の方が検診を受けられたというところ

でございます。 

◎議長（森岡 勉君）  １１番、皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子さん）  はい。この検診はですね、８０２０運動とかってあります

ので、とても重要なことだと思いますので、啓発に努力していただきたいと思います。 

◎議長（森岡 勉君）  大藪健康推進課長。 

●健康推進課長（大藪 哲夫君）  はい、ありがとうございます。対象の方には口腔検診の問診表

とかお送りいたしますが、なかなか受けていただいてないところがございます。これやはり我々

のまだもっと検診受けていただくように広報、お願い等をしていかなければいけないかなと思っ

ております、ありがとうございます。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかにありませんね。 

◎議長（森岡 勉君）  次に、日程第４、認定第４号令和４年度あさぎり町介護保険特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題とします。説明を求めます。尾方課長補佐。 

●高齢福祉課長補佐（尾方 圭君）  はい、では令和４年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出

決算について説明いたします。まず概要としまして、令和４年度末での被保険者は、６５歳以上

の第１号被保険者５,５７２名、４０歳から６４歳以下の第２号被保険者４,３１２名、計９,８８

４名となっており、昨年より７５名減となります。うち要介護要支援の認定者数は、第１号被保

険者８８０名、第２号被保険者１７名の計８９７名で、昨年より１８名減でありました。介護保
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険給付費につきましては、要介護認定者数の大きな変化がない影響からか、令和３年度から減少

傾向であります。しかしながら介護、特別養護老人ホームの待機者が、令和３年度末で８０名存

在することや介護人材の確保が困難なことなど、課題も多く見られる現状です。それでは、歳入

から説明いたします。７ページをお願いします。上段の款１、項１、目１第１号被保険者保険料

は、現年度分特別徴収現年度分普通徴収及び滞納繰越分普通徴収の介護保険料収入となっており

ます。ページ中ほどの款３、項１、目１介護給付費負担金は、介護給付及び予防給付等に要する

費用に係る国の負担分であります。その下、項２、目１の調整交付金は、市町村ごとの後期高齢

者の割合や高齢者の所得状況の格差を調整するために交付されるものであります。その下、目２

地域支援事業交付金は、町が行っております介護予防日常生活支援総合事業と包括的支援事業等

に対する交付金であります。その下、目３の保険者機能強化推進交付金及び目４の保険者機能強

化努力支援交付金は、市町村の高齢者の自立支援、重度化防止等に関する取組の達成状況を評価

し、その事業ごとの評価に応じて交付金が支払われるものになります。８ページをお願いします。

上段の款４支払い基金交付金は、４０歳から６４歳までの第２号被保険者介護保険料が社会保険

診療報酬支払基金から交付されるものであります。ページ中ほどの款５県支出金は、先に説明し

ました国からの介護給付費負担金及び地域支援事業交付金と同様に県の負担割合に応じて交付さ

れるものであります。下段、款７、項１、目１の介護給付費繰入金から、目３地域支援事業繰入

金は、介護給付費等の各事業における町の負担分を繰り入れるものであります。９ページをお願

いします。最上段、目４低所得者保険料軽減繰入金は、消費税による公費を投入し低所得者の介

護保険料軽減を行うものであり、対象者は１,９４３名でした。最下段から１０ページ上段にかけ

ての款１０、項１、目１介護予防サービス計画費収入は、地域包括支援センターが作成する介護

予防サービス計画書及び介護予防ケアマネジメント収入として国保連合会から受入れたものです。

１０ページをお願いします。以上、歳入合計は、２０億４,４３４万９,２５４円となります。続

きまして、歳出について説明いたします。１１ページをお願いします。上段の款１、項１、目１

一般管理費は、地域包括支援センター運営協議会委員報酬や介護保険システム、地域包括支援セ

ンター管理システム及び事業所台帳システムの使用料が主なもので、介護保険業務の事務経費で

あります。ページ中ほどの項２、目１介護認定審査会等費は、介護認定を行う上での認定調査員

報酬、主治医意見書作成手数料や球磨郡介護認定審査会審査事業特別会計負担金が主なものにな

ります。最下段から１２ページ上段にかけての項３、目１計画策定委員会費は、３年ごとに見直

す必要がある高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定にかかる費用であり、令和４年度は１回

策定委員会を開催しております。１２ページをお願いします。款２保険給付費は、介護サービス、

介護予防サービスに対する給付費等であり、介護保険特別会計全体の約９割を占めております。

昨年度と比較すると約５,５００万円の減額となっております。下段から１３ページ上段にかけて

の款３、項１償還金及び還付加算金は、過年度の所得修正等による第１号被保険者への還付金や

令和３年度分の介護給付費等精算に伴う国県支払い基金への返還金となります。１３ページをお

願いします。ページ中ほどの項３繰出金は、令和３年度の介護給付費等地域支援事業費に係る町

の負担、町負担分の精算で一般会計へ繰り出しております。ページ中ほどから、最終歳出、歳出

の最終ページまでの款４地域支援事業費は、元気高齢者から要介護認定者など全ての高齢者が対
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象で、介護予防事業や地域の支え合い及び医療介護の多職種連携、成年後見制度など幅広く事業

を展開しております。１４ページ上段にかけての款４、項１介護予防日常生活支援総合事業費は、

訪問、通所、配食などの介護予防日常生活支援サービス事業や一般介護予防事業としての地域型

サロン及び認知症予防の脳いきいき教室等に係る費用になります。１４ページをお願いします。

１４ページから１６ページにかけての項２包括的支援事業任意事業費は、地域包括支援センター

の人件費や低所得者へのグループホーム家賃助成、支え合いの地域づくりを推進する生活支援体

制整備等の各種事業に係る費用になります。１６ページをお願いします。以上、歳出合計は１８

億７,７９１万５,３０６円となります。１７ページをお願いします。令和４年度の実質収支に関

する調書です。歳入総額２０億４,４３４万９,０００円、歳出総額１８億７,７９１万５,０００

円、歳入歳出差引額１億６,６４３万４,０００円で、実質収支額も同額となります。１８ページ

をお願いします。財産に関する調書です。介護保険給付費準備基金は、前年度末残高１億８,７３

９万８,９１６円に、決算年度中７０万５,４４４円の利息分を追加し、決算年度末現在高は１億

８,８１０万４,３６０円となります。以上で説明を終わります。 

◎議長（森岡 勉君）  説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。１

番、小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。今は何なんですかね、８期ですか、８期ですかね、の５年

度が最終年度だったですかね。４年度の決算、今御説明いただいた分でいきますと１７ページの

実質収支、４年度末で１億６,６００じゃなかった。１億６,６００万ですね。と、最終ページが

基金が１億８,８００万。数字だけ見てプラスのほうでですねいいことだというか、それ、そうい

う認識は基本的にあるんですが、結果論なんですけど、ちょっと大きいですよね。というふうに

私この数字見たんですよ。ですからこの分でいくと５年度決算がもちろんまだわかんないわけで

すけど、極端に言うと１年分の保険料に見合うような数字になってしまう、しまうというかです

ね、そんな感じなってますよね今。ですからその計画期間中の変更もちろん出来ないんですが、

何かな、計画期間の差、保険料の差が、このままいくといいほうというか安く、低いほうにいく

のでよしとするにしてもですね、余りそこはやっぱり極力平準化しないといけない、いけないと

いう性質的なそういうもんだろうと思いますので、その点のそのこれあのほう結果的なもんです

からいいとか悪いとか言うつもりございませんが、担当課としてそこあたりですよ、どのように

お考えですか、この決算が出た段階でですね。 

◎議長（森岡 勉君）  尾方課長補佐。 

●高齢福祉課長補佐（尾方 圭君）  今、議員おっしゃられたとおり確かに繰越金として１億６,６

００万上がってきております。その中で今年度精算分として７,２００万は今年度中の予算に組ん

でおりますので、それを差し引いたとしても基金と合わせたら２億を超える額が出てくるという

ものになります。議員おっしゃられてるとおり、やはりこの介護保険は３年に１回見直しを行っ

て、保険料というのは３年間でもう精算をしていくというのがもう大前提であるところではござ

いますが、今期だけではなく前期からのちょっと給付費が下がってきた影響もあって、実際今、

金額が余ってきているという現状になります。これはとてもいいことだとは思うんですが、これ

を保険料にしかこの金額は充てられませんので、今あるこの仮に２億円とした分を２億、次の９
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期に丸々充てたとしたら、今度はこの１０期のときにまた上げる必要があるっていうところも出

てきますので、基金等の取扱いについては、次の９期、１０期とかもちょっと先を見越したとこ

ろで、幾らか分は基金として取っとく、あとはもう取崩して保険料に充てていくというのを計画

していきたいと思っております。ちなみにこの第８期の３か年でも、基金を取り崩す予定ではあ

ったんですけど取り崩す必要はなく今のとこいけているという現状でございます。以上です。 

◎議長（森岡 勉君）  １番、小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい今の御説明でもうそれ以上云々ではないんですが今おっしゃ

ったとおりですね、やっぱ介護保険料というのは他のもいろんな税金も含めてですけど、やっぱ

りその該当される対象者にとってすればその数字をあんまり上下するとですね、やっぱそこにそ

の数字の移動だけでえっという形になりますので、極力、もう本当難しいと思いますけど、今は

いいほうにぶれてる話ですので、まあよしとするにしてもですよね。その付近の今計画づくりの

最中だと思いますけども、大変御苦労だと思いますが、そこはぜひ今おっしゃったような感じで

保険料が余り３か年ごとにぶれないようなところを当然やっておられると思いますが、よろしく

お願いしたいと思います。とにかく今回のこの決算を見て、数字がもうやむを得ないんでしょう

けどおっきいなというのが物すごく第一印象あったもんですから、その点またよろしくお願いし

ます。 

◎議長（森岡 勉君）  林高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（林 敬一君）  ありがとうございました。御指摘いただきましたとおり、非常に

基金のほうも残高もそれなりの金額になってきております。来年度第９期に向けまして、本年度

で計画策定中でございます。今の町のほうの保険料につきましては、基準額としまして月額５,９

００円ということで、郡市の１０市町村では安いほうから２番目ということになっております。

非常に今のところはですね、そのような状況になっております。これも町民の方々がいろいろと

サロンでございますとか、いろんな健康づくりとか、いろんなことに御協力いただいておる、そ

ういったことも非常に影響してるんじゃないかというふうに考えておるところでございます。先

ほど申し上げましたとおり、基金や基金等の取扱いにつきましては、今度の９期計画でしっかり

と検討して、適切な保険料が維持出来ますように計画してまいりたいと思います。以上でござい

ます。 

◎議長（森岡 勉君）  ほかにありませんね。 

◎議長（森岡 勉君）  次に日程第５、認定第５号令和４年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とします。説明を求めます。前田事務局長。 

●球磨郡障害認定審査会事務局長（前田 和博君）  認定第５号、令和４年度球磨郡障害認定審査

事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。まず令和４年度の全体的なところ

でございますが、球磨郡障害認定審査会につきましては、原則月に２回開催しており、令和４年

度につきましては、２４回開催し１３７件の審査判定を行っております。委員につきましては、

身体分野、知的分野、精神分野、難病分野に関する学識経験者１８名の方にお願いをしておりま

す。委員の任期につきましては、２年です。また１合議体当たり、これは一つの審査会のグルー

プでございますが４名、一部５名で審査を行っていただいております。それでは、決算書の５ペ
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ージをお願いします。歳入でございます。款の１分担金負担金及び、分担金及び負担金、節の１

認定審査事業負担金でございますが、これは球磨郡障害認定審査会共同設置規約の実施に関する

協定書の規定により算定をし、事務局があるあさぎり町を除いた郡内８町村分の負担金でござい

ます。款の２繰入金、節の１一般会計繰入金でございますが、これはあさぎり町分の負担金を繰

入れたものでございます。款の３繰越金、節の１繰越金でございますが、これは令和３年度の繰

越金です。なお繰越金につきましては、例年、前年度繰越金を翌年度の町村負担金で精算してお

りましたが、審査会事務局の今後の移管、移転等で経費がかかることも想定し、令和元年度から

令和４年度までにおいては、前年度の繰越金の精算を行っていないところでございます。以上歳

入合計が、９１４万３,５００円でございます。続きまして６ページをお願いいたします。歳出で

ございます。款の１総務費、節の１報酬でございますが、これは会計年度任用職員１名と障害認

定審査会委員１８名分の報酬でございます。節の３職員手当等、４の共済費につきましては、主

に会計年度任用職員１名分の人件費でございます。節の８旅費につきましては、主に審査会委員

の費用弁償でございます。節の１０需用費につきましては、主なものとしまして事務用品等の消

耗品費、公用車の燃料代、審査会のあります総合福祉センターの電気料、上下水道料の１か月相

当分等でございます。節の１１役務費につきましては電話料、切手代です。節の１３使用料及び

賃借料につきましては、主にパソコン、コピー機などの事務機器使用料でございます。節の１８

負担金補助及び交付金につきましては、多良木町からの派遣職員に係る人件費で、時間外手当相

当分に係るものの負担金でございます。予備費につきましては、支出はございませんでした。以

上歳出合計が、５７８万５,４６０円でございます。次に７ページをお願いいたします。実質収支

に関する調書でございます。市の歳入総額が９１４万４,０００円。２の歳出総額が５７８万５,

０００円。３の歳入歳出差引き額が３３５万８,０００円。５の実質収支額も同額でございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

◎議長（森岡 勉君）  説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。あ

りませんか。ないですね。 

◎議長（森岡 勉君）  次に日程第６、認定第６号令和４年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とします。説明を求めます。前田事務局長。 

●球磨郡介護認定審査会事務局長（前田 和博君）  認定第６号、令和４年度球磨郡介護認定審査

事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。最初に令和４年度の全体的なとこ

ろでございますが、審査会につきましては、原則週に３回、月に１２回をめどに令和４年度につ

きましては１２６回開催し、３,４４１件の審査判定を行っております。委員につきましては、医

療分野、福祉分野、保健分野に関する学識経験者５９名の方にお願いをいたしております。委員

の任期は２年でございます。また一つの合議体一つの審査グループでございますが、４名で審査

を行っていただいております。それでは、決算書の５ページをお願いいたします。歳入から説明

申し上げます。款の１分担金及び負担金、節の１介護認定審査事業負担金でございますが、これ

は球磨郡介護認定審査会共同設置規約の実施に関する協定書の規定により算定し、事務局である

あさぎり町を除いた分の８町村からの負担金でございます。款の２繰入金、節の２介護保険特別

会計繰入金でございますが、これはあさぎり、あさぎり町の負担金分を繰入れたものでございま
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す。款の３繰越金、節の１繰越金でございますが、前年度繰越金でございます。なお、繰越金に

つきましては、例年、前年度繰越金を翌年度の町村負担金で精算しておりましたが、事務局の今

後の移管、移転等で経費がかかることを想定し令和元年度から令和４年度におきましては、前年

度の繰越金の精算を行っていないところでございます。以上歳入合計が４,４９０万９,２５８円

でございます。続きまして、６ページをお願いします。歳出でございます。款の１総務費、節の

１報酬でございますが、会計年度任用職員４名と審査会委員５９名分の報酬でございます。なお

不用額が２００万ほどございますが、これは、これにつきましては、審査会の実績におきまして、

中止があったりとか委員の方の都合による欠席などによる残、それから会計年度任用職員３名分

を１２か月ほど予算計上しておりましたが、実際には１名について３か月半ほど欠員が生じたた

めでございます。節の２給料、３の職員手当と４の共済費につきましては、主に会計年、審査会

事務局の再任用職員１名と会計年度任用職員３名分の人件費でございます。節８旅費につきまし

ては、主に審査会委員の費用弁償でございます。節の１０需用費につきましては、主な支出とし

まして、消耗品といたしまして要介護認定調査を行う際に使用し、使用します標準化チェックシ

ートの購入、それから公用車の燃料費、それから総合福祉センターの電気料、上下水道料を１か

月相当分等でございます。それから１１節へ流用ということで役務費に１万円を流用しておりま

す。これは県主催の審査会研修会がＷｅｂオンラインで開催されたことに伴いまして、委員への

研修会資料送付等の依頼があり切手代が不足したために１万円を流用しております。１７節の流

用につきましては、備品のほうへ流用しております。これは週３回される、３回開催されます審

査会時の記録用のＩＣレコーダーが使用不能となり急遽購入する必要が生じたことと、審査会前

に委員の体温をチェックするための体温計が使用不能となりまして急々に購入する必要が生じた

ためでございます。１１の役務費、節の１１の役務費でございますが、これは事務局と球磨郡の

構成町村を結ぶネットワークシステムの接続使用料、ほかに切手代、電話代等でございます。７

ページをお願いいたします。備考の１番上は、先ほどの説明のとおり切手代の不足分の流用でご

ざいます。節の１２委託料につきましては、球磨郡介護保険総合ネットワークシステムの保守管

理委託料でございます。節の１３使用料及び賃借料につきましては、主にネットワークシステム

機器のレンタル料、職員のパソコン端末の使用料、あとコピー機などの事務機器の使用料でござ

います。節１７の備品購入費、購入費につきましては、先ほど説明いたしましたＩＣレコード、

ＩＣレコーダーと体温計でございます。節の１８負担金補助及び交付金につきましては、多良木

町からの派遣職員の人件費に係る負担金でございます。節の２６公課費につきましては、車検時

の自動車重量税でございます。予備費の支出はございませんでした。以上、支出済み額合計が３,

２０４万６,３９６円でございます。８ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でござ

います。１の歳入総額が４,４９０万９,０００円。２の歳出総額が３,２０４万６,０００円。３

の歳入歳出差引き額が１,２８６万３,０００円。５の実質収支額も同額でございます。以上で説

明を終わりますよろしくお願いします。 

◎議長（森岡 勉君）  はい、説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありません

か。 

◎議長（森岡 勉君）  お諮りします。明日１３日は、熊日金婚夫婦表彰式のため、明後日１４日
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は各種委員会開催予定のため休会といたしたいと思います。御異議ありませんか。異議なしと認

めます。したがって明日１３日は熊日金婚夫婦表彰式のため、明後日１４日は各種委員会開催予

定のため休会することに決定いたしました。 

◎議長（森岡 勉君）  以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。 

●議会事務局長（山本 祐二君）  御起立ください。礼。 

 

午後４時３４分  散 会 

 

 


